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家畜管理の領域と方向

鈴木省

(帯広畜産大学)

l その領域

学問、技術の研究分野の境界線・領域については、人陀よって見解の相異があるo家苔管理研究会会長斉

藤道雄氏は、家蓄の管理、 1巻 1号 (1965)の冒頭陀 「動物学から出発した蓄産学U亡、人間(管理者〉

から出発した苔産学(家苔管理学〉を加えたい」と述べ、また、家苔管理学は人間愛の学問であると、管理

労働合理化の研究が中心に左るべきととを示唆される。

一方、三村耕氏は、その著、家苔管理の技術(1 9 6 5' )の中比、 「家苔をと b巻く環境を巧に利用し、

あるいは制御して、家苔の生産をよb一層高めるのが家苔管理技術で、その学問的体系を家否管理学と考え

る」と記し、家畜の環境づく J)(!C重点をなかれる。

見解の相異はのミbで左〈、研究が進めば、新らしい領域がどしどし開けるから、時代陀よっても変化はあ

るO 人工授精が家苔繁殖学の重要左分野と左b、作物学と斎産学のそれぞれ一部が一緒K左って.草地半が

生まれたとと左どは、その好例であろう。

国際学会があb、学術雑誌も発刊される左ど、国外Uてよい典型のある草地学でさえ、草地研究会が5年の

年月を経て‘日本草地学会K成長し、境界が固まってきたのであるから、そのよう左独立したセクシヨンの

見本の左い家畜管理には、そうはっき bした境界ができ左いのは止むを得左いし、枠が固まるのに長い時間

のかかるのは当然であろう。むしろ、どち I?(!C伸びるか分ら左い楽しみの方治決きいのかもしれ左い。

いったい、管理という言葉は、人事管理・労務管理とか、物品管理のよう !f[¥ ぞれらを直接取扱い、運用

する仕事を意味するO 同じ解釈でいくと、家苔管里は、家蓄を取b扱い運、用する仕事の意と左ろう。とれに

あたる英語は、 AN工MムL HUSBANDRY あるいはL工γESTOCK MANAGEMENToーしたがって、育種

も繁殖も、飼養も、経営も、そして子の育成から生産物の販売まで、家畜Kついて、われわれが手を下し、

ー考えねば左ら左いことは、すべて家畜管理K包括される。実際、 DムIRYCATTLE MANムGENENT

(WING、1963) とか、 POULTRY HUSBムNDRY (JULL， 1951)左どの書は、この広い範囲を内

容としているO

研究や学問の分野では、農学が作物・林産・水産・畜産左どに分れ、畜産効活ら陀育種，繁殖・飼養・衛生まど

に分化するように、太きな範囲からだんだん狭〈深い分類K入っていくのが普通であるO 管理というぼうば

くとした存在を、そのまま、繁殖・飼養のよう左比較的すヲき bした分野と並べるのは、どうも抵抗を感ず

るO
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われわれが、との莫とした「管理」という言葉を看板にかかげて、研究会を作った理由はどとKあるのだ

ろうか。そと陀は、イ可か必然性があるKちがい左い。ことで、そのいきさつを具体的K追って、家畜管理の

大き左枠づけを一段とはっき bさせてみたい。領域がはっき bすれば、その中から首長のずと今後の発展方

向も姿を現わしてくると思う。

A 家畜の生活と要求

人類は、野や山陀群れていた動物の中から、われわれの与えられる環境陀適応しやすいものを飼い馴ら

し、長い聞かかつて乳や肉や卵をよ b多〈生産する家苔陀作b変えてきた。われわれは、家蓄に少しでも

多くの生産を求める一方、知らず知らずの内に人間K都合のよい環境を彼等K押しつけてきた。

押しつけられた環境K耐え、適応し、しかも高い生産を挙げられるものは生き残b、耐えられず、生産

の上がら左いものは、自然、VC，あるいは人の手によって滅び去っていった。そして、現在でも、改良とい

う名目で、との変遷の流れが続いている。家畜と在って久しい牛・馬や豚・鶏陀は、もはや自由左生活は

左い。また‘彼等自身が、自由であった頃の動物とは違っている。

高い生産力・高能力‘それは確かK家苔飼育陀とって大切左目標である。しかし、それと同時に、家畜

はその生活と生産K必要左環境を要求する O 飼育場の広さ、寝床の心地よさ‘仲間との共同生活、気温、

湿度、空気、音、水や飼料‘どれを取ってみでも健康左生活K左くては左ら左い条件であろう。

産業発展のテンポが遅くゆるやかで、人聞の生活が自然と共Kあった時代陀は、とのような家蓄の生活

条件Kも、さほど無理は左心彼等の自然の生活陀近い形で満たされてきた。

広い放牧地・自由左放飼場は、身の廻bのととをある程度自分で処することを可能Kした。田園の空気

は新鮮で、署い時は木陰K入b、時には水を浴び、寒い時は身を寄せ合い、自分で環境の変化に対応する

とともできた。しかし、産業の発達が月日を追う速度を増すと共K、土地や資本の効率が重要さを加え‘

人間陀よる制約は時代を追って厳しく左る。

牛は運動場と材すする狭い団いに、豚は一生豚舎の中K、鶏は小さ左ケージの中K閉ぢとめられる。飼料

さえ、その効率を高めるために制限するように在る。適応能力を越えて、環境制限が強まると、家畜の生

産が抑制されるから、家畜K代って人工的に調節する必要が生まれる O 自然換気から強制換気へb 寒冷期

の給温、高舎や家畜の手入れ・清掃左ど、その例は幾らも挙げられよう。

また一方では、鶏の点燈飼育、搾乳時の音楽のように、積極的K良い環境を人工的Kつ〈って、高い生

産を挙げる方向Kも進む。とう左ると人間の要求は際限がない。家畜のまわbの自然環境を一つ一つ取の

上げて、少しでも有利左方向へコントローノレしようとする。

I環境を人工的K制御すると左ると、今まで十分K知られてい左かった問題点が沢山あらわれるO 気温ひ

とつを取ってみても、適温は家畜の種類・品種・年令・個体・経験Kよって異れさら陀‘気温の家蓄陀

対する影響は、温度・轄射・空気の動き・家蓄の状能と常時密接左関連を持つ。温度は、毎日・毎時変動

する、一定温と変動温、 1日の温度差の大小、左どK対する家畜の反応はどうか。人間でさえ、まだ十分

知られてい左い問題、各種家斎Kついて詳細に分ら左いのは当然であろう。
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との環境と家蓄の生理・生産との関係をもっとはっきりさせたい、というのが家苔管見研究のーヲの動

因である。

B 管理者の生活と要求

家畜 1頭 1羽当bの生産能力の改良は、そう急速陀は進ま左いから、苔産農家の収益を高めようとすれ

ば、数多くの家苔を持つ、いわゆる多頭羽飼育K移らざるを得左い。まず、副業畜産から専業高産へ、そ

して、小経営から規模拡大へと動く。他産業の労働収入の急速左増加は苔産農家をも巻き込み、 1人当b

の飼育頭数増加の趨勢は当分続きそうである。

こう左ると‘ 1頭当bの生産量はある程度犠性にしても飼育数を増そうとするし、いかにして 1人の管

理者が扱える頭数を増すかが大き左課題と左る。労働効率を高める方法としては‘次の2つの方向が中心

と左るであろう。

(1) 飼育方法の改草

幾らか個体当bの生産は落ちる欠点があるにしても、群飼が管理労働を効率化する効果は大きい。牛の

ノレースハウジング、鶏・豚の群飼は、多頭化と同義語と考えられるほど結びついているO 苔舎の配置・構

造も、苔舎労働を考えずには決められ左いし、仕事の段取bから、飼料の種類，質に至るまで、労働と結

びつけて考える傾向が強い。

(2)機械

機械力の利用は、生産物処理(ミノレカ一、パイプライン、集卵機〉、飼料運搬給与(サイロアンローダ

一、エレベータ一、コンベア‘フィーダー〉、排世物運搬(パーンクリーナ一、除糞機、 トラクターシヨ

ベノレ‘バキュームポンプ〉まど、時間と体力を要する単純労働から機械化が進む。

飼育方法・機械化は共K、飼育規模Kよって大き左相異があ b‘この関連を含めた研究の必要性が‘家

畜管理研究の大き左動因と左った。

家畜の環境づけじ管理労働の合理化は、一見関連性がうすし一つの家苔管理研究という分野にま

とめるのは、何かこじつけのように感ずる向きもあろう。しかし、日常の家苔の要求と管理者の要求との

切点が管理の中心であって‘両者の要求をいかに組み合わせるかが家畜管理であると考えれば、また、家

蓄の世話をする管理労働は、広い意味での家苦言の環境づく bであるととを考えれば‘そこ陀太いつ左がb

を見出すことができょう。

、、

2 その方向

主主卵鶏は産み始めてから 15か月問、肉豚は体重 90['タに左るまで、乳牛は初産後4年が寿命で、ぞれ以

上長生きさせることを考える必要は左い。家苔は、もう生き物では左心乳・肉・卵を産み出す機械だ、と

云う声を聞くように左ったのは比較的新らしい。

人間のしもべから機械に、われわれの考え方が変わる意義は檀めで大きい。家苔の生活をあま b変えずに、

飼いやすく生産の上る方法を目ざす、なだやか左いき方が‘管理者のねらう方向K家畜の生活を積極的K変
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えようとする態度に変針するからであるO

ととも家苔管理b よびその研究の重点と考えられる問題を幾っか拾い出しでもその方向を探ってみたいo

A 畜舎

温度・湿度のよう左環境と伝染病陀対する感受性の高い鶏・豚の苔舎と、抵抗力の強い牛・馬の蓄舎と

では‘その機能K対する考え方が根本的Kちがう筈である。前者は‘隔離された完全左ものが望ましいか

ら、安い建築費を主眼とする簡易苔舎は、特殊左、一時的左もので‘やはb、建築費はかかっても、本格

的左苔舎としh とれをいか陀有効K利用するかが課題O 密飼い、理想的左環境自動調節の実用化iが中心と

左ろう。

とれ陀対して‘牛は、建築費の節減方法じ粗飼料給与・排、准物加里の便利さに重点が置かれるo完験

が難かしい問題だけ陀‘既設牛舎の詳細左調査報告と‘比較研究が決め手陀左るものと思われる。

B 施設・機械

生産物と排池物処理、そして飼料関係が主体であるo生産物の関係で、は‘やはb、動物と直接接触する

ものだけ陀‘ ミノレカーに改善点が残る。ミノレカー自体についでは、各メーカが研究を重ねているのであろ

うが、長期間使用して、乳頭・乳房陀無理をかけ左いよう十分左配慮が払われているだろうかo またh そ

の選択，使用法陀も左b多〈の問題があるO

副業的、小規模苔産の時代陀はか左b重宝陀された糞・尿ら現在では、むしろ厄介視されることが多

いo鶏・豚では、いかにして他陀迷惑をかけずに廃棄するかo牛では‘牛舎内から圃場までの運搬方法が

課題O 従来通b敷料を使うか、スラリーとするか、液肥にするかが分れ道で、早くそれぞれの方法の十分

左研究、適否の比較を終え左ければ左るまいo また、実際的左問題として、手出しと、バーンクリーナー・

除糞機との中間的左簡易運搬法も求められよう。

C 管理労働

諸外国では、この研究・調査がか左b組織的陀集積され、新じい管理システムがあらわれると、追いか

けるようにその労働調査(時間)が報告されるの陀対し、わが国では、ある程度の調査はあるにしても、

その結果を基準値として利用する至ってい左いのは淋しいo畜産の歴史が浅く、技術的に安定してい左い

ことも、その一つの理由であろうい苔産・機械・経営8方面の研究交流が少左かった点も原因で、家苔

管里研究の重要左分野として、今後か左b強化されるものとJ思われる。

管里者の労働条件の改善も一つの研究課題で、 365日‘ 1日も休めず、毎日仕事の時間を決められる

家畜管理り中に、搾乳・給飼の週休制を持ち込める条件、生産性との関係左どい技術と経営経済の両面

から検討する必要が生じよう。

D 家畜

家苔改良は生産能力陀重点を長いてはいるが、管理の面を全〈無視してきたのでは左い。体格審査で、

乳牛の乳房の付着が特に重視されるのは、姿形の良さばかbで左く、搾乳しゃずさ・ミノレカー使用の使・

乳頭事故の防止を考えてのととであD、鶏の耐病性の育種は‘明らかに智里と密接左関連を持つ。さら臥

-4ー



耐暑性・耐寒性左ども含めて、積極的K管理しやすい家苦手.をつくる育種が進められるであろう。

遺伝的左性質を変えるまでに至ら左〈ても、幼時からの訓練は、ある面では管理しやすい家苔K変える

ととも可能であるO 米国陀は、初産前から牛をミノレキングパーラーに搾乳牛と一緒K入れ、実際に搾乳を

始める前から、パーラーに馴らす例が少左く左いと聞く。

耐暑・耐寒性陀ついても、期間をかけて徐々 K馴らせば、生理的左対応も変る筈であるし、一方では、

聴覚訓練(ムUD工TORY TRA工N工NG) の試験も現われ、訓練・適応の研究も、家畜管理の大切左一面

であろう。

E 研究方法

家畜管理の研究は‘施設・労働が密接陀関連しているので、特陀、否定(生物〉的手法と工学(建築・

機械〉的手法、経済(経営〉的手法の 8方向からの研究方法が必要左場合が多しその何れか 1面からだ

けのアプローチでは、十分左成果をあげ難い。これら 3方面からの協同研究が、今後の急速左進展を支え

ることに在ろう。

以上、家畜管理の領域と現在の方向Kついて、どく概括的VL.短文としてまとめてみた。もちろん、考

察も未熟、論も不十分で、とても表題の責を果す陀至ヲてい左い。せめて、家高管理研究の発展方向を論

ずる端緒ともなれば幸いであるO

文 献

JULL， M. A(1951): POULTRY HUSBANDRY， MOGRAW-HILL， NEW YORK. 
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WING， J.ム(19 63 ) : DA工RY OATTLE MANAGEMENT， REINHOLD， NEWYORK. 
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ハーペストア陥によるへイレージの

調製と品質及び栄養価

高野信雄

〈農林省北海道農業試験場)

1 ヘイレージ調製の研究歴史

草サイレージの調製にあたって、埋草原料の水分含量がサイレージ発酵と品質を左右する重要左要因であ

) 2) 
るととが19 3 0年代陀明らかKされ、さらに不足する糖分添加法がすすめられたJ
その後日SDAの WOODWARD・SHEPHERD 一派は埋草原料を予乾 (W主ユ七ing)郷里陀よって埋草

する方法を研究したo との利点として①不良発峰の抑圧 ②運搬労力の軽減 ③排汁損失の防止④乳牛の

乾物摂取量の増大 ⑤添加物の節減 左どの効果を認め、 19 4 5年陀予乾法 (Wil七ing me七hod)

を確立し広〈米国防いて普及をみたf)
予乾法陀よる草サイ 1〆ージの調製陀あたっては‘①原料牧草の早刈b ①予乾陀よb水分 55""'68婦に

減少③埋草時同%吋細切④サイロ上部俳高水原料の埋草⑤密封 を条件としたf〉
一方、 19 5 0年頃から米国の人 O.SMITH 社が特殊スチール制の気密サイロの研究に着出し、 USDA

及び各州立大学で試験が実施され、各種の改良の結果19 5 5年vcAi r 七igh七 silo による低水分サ

イレージの調製法が確立された。本サイロは①グラ久ライニ Y グスチーノレを用いて耐酸性、耐久性、サイ

レージの沈下性と建築方法の新機構を有し①プリザーバッグ及び安全耕左ど陀よる気密性の保持③ボト

ムアンローダによるサイロ下部からサイレージの自動取出し装置左どを有した新しい型のサイ lロである。

す左わち、本サイロの利用によって①低水分サイレージに生じやすい二次発惇とカピの防止②サイロ内

vci>-.ける養分損失の抑圧@一貫機械化による大規模多頭飼巻の省力管理 左どの利点がみとめられている。

、ーベストアによる低水分サイレージがハイレージ (HaYlage)と呼ばれ、慣用サイロ忙よる低水分サ

イレージをLow mois七ure siユage と称されて区分して呼称される。

2 わが国における低水分サイレージの研究
4) 

わが国vc.:jo-.いては 1962年頃よ b始められた。とれらの結果は米国の研究者の指摘する利点にほぼ一致

をみたが‘取出し中の再発酵やカピの発生が問題点として残された。

2-1 消化率.養分回収率と育成効果

サイロは 2.6生X 4.7 5 m慣用塔型サイロ 2基を用い‘ 19 6 5年VC2番草を用い水分 35 ........企 5%VC

予乾して実施したo サイレージ 1は踏圧を正常に行在って、サイロ水蓋で密封加重を行左い、サイレージ

ヰt海道家畜管理研究会報、第4号:6 -13， 1 9 6 9 
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2は踏圧を行左わづ陀埋草し、サイロ水蓋で‘倍量の、注水密封加重を行左った。

これらサイロ内Kなける発1持温度とサイレージの消化率は表 l'Vc:示した。サイレージ1では埋草3日後

vc: 4 2 "Cと最高を示し、 73日後Kは15 "C、開口 10日後では 5"Cと示された。しかしサイレージ 2で

は各々 47 "C、 30 "C、会 3"Cのどとし発峰温度が高心しかも取出し後の二次発酵が顕著K示された。

表 1 発酵温度、消化率と栄養価

温 度 ("C) 消化率(娼〉 栄養価 (DM必)
区 分

3日後 7 3日後 開10 日後口 DM  蛋白質 NFE  DCP  TDN  

原 料 草 ー ー ー 58.5 66.7 7 5.1 8.2 
54.3 
(100) 

サイレージ l
42 15 5 。0.8 58.0 e 1.4 8.4 

58.5 
(踏圧・定加重〉 ( 9 1 ) 

サイレージ 2 47 30 43 54.3 51.C) 52.3 7.9 
5 1.4 
( 80) 

5 % ー ー ー 2.9 会.5 4.0 ー

LSD  

1 % ー ー ー 4.7 7. s 6.6 ー

高野ら(1.9 6 8 )め

また消化率では.乾物、蛋白質及びNFEはいづれも原料草に比較してサイレージは低心さらにサイ

レージ 2は高温発障や二次発峰のため明らか陀消化率が低〈示された。

さらにサイレージの乾物回収率陀ついて調査したのが表 2である。低水分サイレージは、中~高水分サ

イνージ陀比較して発揮孝損失は 3'"'-'5婦と低〈有利性が認められたが、サイレージ 2では取出し中の二次

発鮮とカピの発生によb変質損失が28. 9 %と著しかった。両サイロとも 1月""_3月噸出しそ行左った。

表 2 養分回収率

乾 物 損、 失 (必〉 養分回収率(必〉

区 分 トツフ。 取出し中
損発 失回孝スポイレージ 変質

全損失 DM  DCP  TDN  

サイレージ 1 O. 9 9.3 1 3. 3 1 3. 3 8 6. 7 8 9. 8 7 8.4 

サイレージ 2 1.4 2 8. 9 3 5.4 3 5.4 6 4.6 6 1. 5 5 2. 2 

高野ら(1 9 6 8 )心

また低水分サイレージをホノレスタイン育成牛に給与して発育効果を調査した。月令 8'"'-'9月令の 6頭を

2群とした。両群とも低水分サイレージは自由採食させ、 A群Kは1日1頭当b配合飼料 0.5K9、B群陀

は1.5 K9給与し‘ 13週間実施した。これらの結果は表 3Vc:示した。
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表 8 低水分サイ、レークの飼養効果

区 分 11日1頭増体同|週令と体重の相関(r)1 1均増体K要したTDN帥

A 群 1. 0..7 7 2 1 O. C) 7 8 1 6. 2 3 

B 群 I O. 8 9 6 I 0; C) 9.8 . 5. 6 9 

高野ら (1968)心

日量0.5K9の配合飼料と低水分サイレージの自由採食を行左ったA群は 1日当]?O. 7 7 K9と良好でホJレ

協の標準発育を示した。1.5 K9の配合飼料給与のB群では0:9 0 K9でやや過肥の傾向がみられた。

以上の点から‘慣用塔型サイロを用いて低水分サイ νージを調製する場合陀は、高温発酵や二次発瞬及

びカピの発生があれとれKよる消化率の低下や乾物損失の増加がみられる。しかし‘低水分サイレージ

は育成牛基礎飼料としては好適であるととが確認された。

2-2 消化率‘養分回収率と泌乳効果

慣用塔型サイロを用い、低水分サイレージの調製を行左って乳牛K対する泌乳効果の研究は鳶野ら

( 1 9 5川 石栗(1 9 6β及ひ守高野・堅固ら(1 9 6βKよって実施されたo
表4陀処理別サイレージの消化率、栄養価と養分回収率陀ついて示した。原料草ほ 195 6年 6月7日

収獲の 1番草である。高水分サイレージは無添加・排汁処理‘フスマサイレージは 10 必フスマを添加し

た。低水分サイレージは 60%1!C.予乾を行在った。

表 4 処理別サイレージの消化率‘栄養と乾物回収率

消化率 (必) 栄養価 (DM必〉 発f捧① 乾物
区 分

乾物蛋白質 NFE 水分 DOP TDN 損失(必〉 回収率(必〉

高水分
7 2.2 7 3.1 7 7.8 82.s 10.5 

マ0.4
21.4 68.3 

サイレージ (100) 

スマ添加
7 1.1 76.3 75.4 7 7.2 11.5 

7 1.8 
7.0 89.7 

サイレージ (102) 

低水分
6 1.1 55.9 68.2 57.1 75 644 3.0 85.1 

サイレージ ( 91) 

① 乾物 高野ら (19.67)7)

消化率では、低水分サイレージ乾物、蛋白質及びNFEが低く示され‘乾物中 TDN合量は高水分サイ

レージの 91唱にとどまった。これらは発幡温度や二次発酵K起因している。発酵損失は高水分サイレー

ジが一番高く‘ついてフスマ添加サイレージで低水分サイレージが一番低かった。しかし}取出し中のカ

ビの発生がみられ、サイレージ中陀か左bの酪酸が認められた。

とれらサイレージの乳牛K対する飼養効果は表 51!C.示した。各サイレージは自由採食とし‘とれ陀配合

飼料を会弧 FOM量のMを給与し.一群2頭、 1期 3週間のラテン方格法で試験を実施した。
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表 5 処理別サイレージの泌乳効果

サイレージ 体重K対す 総 T D N 生場FCM①

コよ/食

エ巳 均

区 ノ:& のDM採食 るDM採食 採食量 生産量 体 重

主長ヨ主 (必〉 」E圭ELL (喝〉 (Kg) (Kタ〉 DM比 (K9 ) 

局水分
1 1. 6 1.9 10.R 1 2. R 1. 0 6 s 0 5 

サイレージ

フ ス -マ
サイレージ

1 4.0 2. 3 1 2. 2 1 1. s o. 8 3 6 0 9 

低水分
1 4. 1 2. 3 1 1. 9 1 1. 5 O. 8 2 () 1 4 

サイレージ
ー」ー i 一一一一一一一一

① 1日l頭当b 高野・堅田ら(1 9 s 7 ) 7) 

DM採食量は体重比で高水分サイレージ1.9喝、フスマ及び低水分サイレージは各々 2.3場正高かった。

しかし逆陀 4%FCM生産量は水分含量の高いサイレージほど高かった。したがって泌乳効率は低水分サ

イレージは高水分サイレージよb低〈示された。しかし、低水分サイレージは増体効果がみとめられた。

以上のどとし低水分サイレージは‘乳牛の乾物摂取量は高いが、泌乳効果が低〈、増体えの効果が認め

られた。また慣用塔型サイロにないては‘低水分サイレージは発?常温度が高〈、二次発il惇とカピの発生が

認められた。

3 ハーベストアによるヘイレージ調製

白金共同利用模範牧場忙ないて調査を行左ったo

R-1 1967年になける試験

1 )使用ハーベストア 高さ 18. 3 m~ 直径 6.1 mで、水分 50%l!C予乾した原料 250トン容のもので

ある。埋草前にサイロ内外の気温差について調査したム外気温27.1 "Cの時Kは‘サイロ内 32.5 "Cと

5.1 "C高かツた。またサイロ内外壁温の差は表 6のどとくであった。

表 6 ハーベストアの内外壁温の差 ("C) 

区 づ子 東 面 問 面 西 面 北 面

外壁温度 3 2.5 3 8.0 2.9.4 3 O. 4 

内壁温度 3 3. 6 3 9. 5 3 O. 6 

差 1.1 1.0， O. 2 

サイロ壁温は南>東>北>西 のJI買に示され、外壁温度よbも内壁温度が0.2，...__ 1. 5 "C高かツた。

2)原料草 1 9 () 7年 7月18......... 2 0自に収獲したが、原料草は 1番草で草質はやや不良であヲた。

草種割合はチモシー(開花後期)() 8弘、オーチヤードグラス(結実期)1 0喝 アカクローパ(開花期)

1 0 必‘ラジノクローパ 9%であった。予乾によって水分40 婦で埋草した。

3)原料の細切とトレーラ積載量 シリンダー型(9牧匁〉ハーベスターで 571l71lVC切断した。その切断

長はo......... 1 071l71l 7 O. 1婦、 1l，...__ 5 0 7Ib11l2 5. 5唱、 51 ，...__ 1 0 0 7Ib11l 2.9婦、 1071l71l以上O.2喝、木片1.3

%であった。
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予乾で水分 31. 2唱と左った上述切断長の原料草は、 トレーラ陀乾物量として 11 2.2KI7/m3積載され

た。、慣行ハーマベスクで1，...__ 4 cm VC細切された水分 75 OJOの原料草は乾物量で s9.0 KI7/m3積載されたので‘

約 1.6倍乾物量が積載された。

4)へイレークの品質 へイレージは 10月12日取出しを行左った。へイレージは 2.1. 5 ，...__ 2， 4，..2 oC 

で平均 22.9 "Cであ身、屋外VC24時間放置ししても二次発酵や温度の上昇左ど認められ左かった。

ヘイレージの外視は淡黄緑色を呈し、快よい酸臭Kわづかにパイプタバコ臭 (Cooked fユavo 11'1-) 

を有した。

表 7 へイレージの P H と有機酸

有機酸(原物中必〉 揮 発 酸 害リ メ口:，.. 

PH  
時酸長ロピオr酪酸長νリアン TN E「-N×問総酸 乳酸揮発酸

5.1 9 
2.32 1.9 6 0.27 0.25 0.02 

ー 1.3 (100 ) (88) (12) (93) (7 ) 

PHはやや高めで 5.1 9、原物中総酸2.23必、乳酸 1..CJ6婦で RR OJOを占めた。揮発酸は 0.27 %で

あったが93婦が酷酸で酪酸が7OJOの割合のど〈良好であった。全NVC対する NHa-N の比率は1.3婦と

極めて低〈、全体として良質であった。

またへイレージの水分は平均金 3.7 OJOで原料草の 41. :1佑よ bやや高かった。

5)消化率と栄養価 原料草が牧場建設途上のため.十分肥培が左されづ‘また刈遅れのために草質はや

や不良であった。表8VC消化率と栄養価を示した。原料草の乾物消化率は 53. 6 9九ヘイレーヅ 48. 1必‘

蛋白質消化率では 53. 9 OJOと49.2， 婦、 NF.Eでは 56. 7唱と 51. 3 OJOであった。

表 8 原料草とへイレーヅの消化率と栄養価

一般組成 (DM弧〉 f自 イヒ 率(必) DCP TDN 
区介

蛋白質脂肪 NFE繊維灰分 乾物蛋白質脂肪 NF.E機維
OJO OJO 

原 料草 8.3 3.2 46.1 35.5 5.9 53.6 5 3.9 44.5 5 6.7 5 5.6 4.5 56.1 

ヘイレージ 9.1 3.5 44.0 34.0 7.6 48.1 会9.2 54.6 51.3 49.9 4.5 46.0 

したがって、乾物中DCPは原料金.5 OJO、へイレージ 4.1)弘、 TDNは 5s.1婦と 4s.O OJOであった。

6 )育成牛の採食量 月令 15カ月(体重 40 oK~) の育成牛 2 頭を用い、予備期 5 日、本期 5 日間と

してへイレージを自由採食させ、朝夕各1Kgの配合飼料を給与して試験を実施した。

これらの結果は、体重40 0 KI7の育成牛は‘へイレージを平均 12. 7 1 K夕、乾物 7.16 Kg'l DCPO.3 2 2 

Kg， T D N 3. 2 9 KI7を採食した。

3-2 1Qo8年陀なけみ試験

草地の肥培管理も改善され、草質が良好であった。表9VC示されたように、 PH 5.0 、総酸2.2 6婦、

乳酸は1.9 9 OJOで88婦を占めた。

揮発酸 0.2， 7 OJO中大部分が酷酸で、酪酸は根跡程度で、あった。前年同様に極めて良好左品質であった。
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また一散組成Kついてみもも前年に比較して蛋白質合量が高心繊維含量も 26.1 9ると著しく良好であっ

た。

表 8 へイレージの品質

有機酸(原物必〉

PH 
総

2.2 s 0.27 I 0.26 
4.98 

(12)1 (93) 

4 ヘイレージ品質の考察
8 ) 

9.0 

GORDONら(1967)はオーチヤードグラスの出穏期の原料を用い‘水分49. 1活陀予乾を行左い‘

4. 2 7 x 1 2. 19mのハーベストア陀埋草した。 PHはも.9 3、全NVC対する NH 3-Nの比率は6.9 4 %、

総酸 3.66必‘乳酸 2.3 0婦、酷酸O.8 4弘、酪酸0.35必〈いづれも乾物中必)と報告している。とれら

の例からすれば、今日の結果は同等か、とれ以上の品質であるととが確認された。

ヘイレージの採食量については、日oRDONら(1 9 s 7
85は乳牛陀対しては乾物量でい 11K9と報告

岬しているが‘ 19 6 6年の試験では 40 oK9の育成牛が 7.16 K9とやや低目であったが、とれは高野ら
g) 

( 1 9 6 9 )の指摘する刈時期の遅れによるものと考えられる。

ハーベストアKよって作られたへイレージの乾物消化率は原料草 56 % vc対して 48必と高い消化率の保

持を示している。例えば，表 1の慣用塔型サイロでは原料革 68. 5 % vc対し‘ 6O. 8婦と 54.3 % vcも低下
10J 

がみられている。また高野ら(1 9 6 7-)の乾草調製時陀ないて原料草の乾物消化率 60.6弘、針金架乾草

5 3.5 %‘自然乾草生生.3.婦に対比しでも明らかK有利性が立証されよう。

10) 
またハーベストアになける乾物の回収率は 97'"'-' 8 9偏平均 95婦であると S UT ER (1 9 6 ;rjが報

告している。

5 ハーベストア利用上の改善点

1) 1番草刈限時期の延長 ノ、ーベストアは大規模な公共草地や大型牧場で使用が左されよう。との場合.

大量のへイレージが収獲されるが‘とくに 1番草は刈取b時期Kよって品質、消化率及び採食量左どが支配

される。したがって、刈取延期を延長させるため陀

① 草種:(チモミー主体草地・オーチヤードグラス主体草地〉を考慮して採草地を適正左比率とする。

② 品種:早生と晩生品種の利用

③ 施肥:早春メ|廠b用として速効性窒素肥料の施用や晩和姐肥

④放牧:刈遅れが予想される草地の早春放牧左どによって解決を図るべきであろう。

2)予乾効率の向上 予乾速度は天候、機械処理方法.原料草の刈取時期と茎莱比左どによヲて異左る。

これらの効率を向上舌せる努力を図る。
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3 )品質C向上草地のø.~培p 適期収穫、予乾の速進、ワゴンの改良による葉部飛散の防止左どによれ
ヘイレージの品質向上陀努めるとと………左どが指摘されようo

6 ハーベストア利用の効果

ハーベストアの評価は今後に残されようが、現在まで唱の所次の諸点が指摘されるo

1)二次発障とカピ防止 低水分サイレージに生じゃナい二次発岬やカピか完全陀防がれるo

2)サイレージの品質 サイロ機構が気密性を十分保持されるため・安定したPHと有機酸組成のへイ

レージ治場日待される。

3)埋草と取出し労力 一貫機械体系忙沿いては‘プロワーによる埋草まで省力的陀実施されるO 慣用

塔型サイ lロで、は、サイロ内踏圧‘密封加重陀労力を要するが‘ハーベストアで=は完全K省略されるo さら

に取出し陀あたっては‘ボトムプンローダで自動取出し給与(パンクフィーダー)が可能であb、多頭飼

養がよ b合理的に進められる。

4 )養分回収率 慣用サイロでは 80........ O 5婦の乾物回収率であるが、ハーベストアでは 95婦と高い

り飼料構造と機械体系 ー赦にはサイレージと乾草が基礎飼料の基本型であるが‘ハーベストアの矛iI

用比よって安定してへイレージり利用が可能であれば‘基礎飼料としてへイレージのみで十分左効果が期

待されるO

したがって牧草収穫の機械化も単純の型で効率を向上しうるO

7 あとがき

以上簡単K草サイレージの低水分化にいたる研究の概要、慣用塔型サイロ利用時の低水分サイレージの特

質‘ハーベストアによるへイレージ品質と今後の改善点左どKふれた。

さら陀研究を要する問題も残されているがもハーベストア利用上K若干でも参考に左れば幸いであるo

最後Kハーベストアの試験実施陀あたれ種々貴重左御助言を載いた北海道大学教授広瀬可恒博士・帯広

畜産大学教授大原久友博士K謝意を表しますO
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牧草調製の機械化体系を組む
に当つての概算法について

岡 村 正角
可欠 民

{北海道大学農学部〉

1 序

大型機械化を有利K進め得るか否かはその利用形態Kよヲて大きく左右される。機械類は比較的高価であ

るKも拘らず多くの種類を必要とし、しかも一機当りの年間利用時間が短〈利用経費は少左からざるものに

走る。従って合主軸守機械化の目標は大型機械を高能率K年聞いかK長時間利用するか忙ある。日本での機械

化の現状は我国の特殊事情Kよbとの理想、の実現をはばむ多ぐの問題が残されているが、少しでもその実現

K努力すべきである。近年見られる大規模草地等ではその理想を実現できる可能性を持つものといえる。と

のようK機械の利用形態は基本的K極めて重要在意味を持っている。現在実際Kある形態としては(ィ)個人利

用(ロ)利用組合等による共同利月やす特殊機械の一部共同利凪斗育成牧場の如き団体Kよる大規模利用制農協等

Kよる賃作業である。

牧草の収穫調製作業は他作業と異れ次の如き特異性、困難性を持っている。

(ィ)牧草地は大面積を要求され、収穫物も大量であるQ:牛1頭当9o. 6 ........1. 0 h aを必要とし多頭飼育化

されてきている今日、個人農家としても数l(Jhaの栽培が必要と在る。しかし、1.0 a当94トンの収量と

しても年間処理量は数百トンから 1.0 0 0トンK及ぶ例は少〈左い。とれをサイレージとか乾草K換算して

も路大在量V亡左り、運搬取扱が大変である。

(ロ)作業適期が短ししかも 2回8回K亘る:'1番草の収穫は理想的Kは10........1 4日間K、遅れても 3"-'

4週間で完了したい。

やす天候の支配を強〈受ける:乾草調製は正K天候との戦であるo雨VC1回会えば10"-'20婦の栄養分の

損失を覚悟し左ければ左ら左い。従って期間中の作業日数は極めて限定される。サイレージ材料の収穫は比

較的楽ではあるが、やはb天候の支配から脱するととは出来左い。

(斗牧草用機械は大型であb、多機種を必要とする;大面積を処理する必要上、大型高能率の機械が多し

しかも収穫から収納までの間Kモーア、レーキ、テツダ一、ベーラ一、トレーラ一等多くの機械を使用し左

ければならをい。

{対組作業に在る:上述の如き理由Kよb、1台のトラクタで各作業を連続的K行っていては期間的Kも機

械の利用経費の面でも問題があ b、数台のトラクターでの組作業忙し左ければJ左ら左い。

以上の如き牧草調製の特異性K対処する杭:は不完全機械化は極めて不利であ b、技術的Kは完全機械化が

理想である。その場合特例を除いては個人所有は経営的Kは成立し左い。

北海道家畜管理研究会報，第4号 :14-24，1913'9
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少くも機械の共同利用を考える必要があるcたY各農家は雑作業もあれば、掃除刈等もあるから、基本と在

るトラクター及びモーァ、テツダー程度は個人所有とす!る必要がある。更K完全左団体有と在ると完全機械

化が可能K在る。

とのようK利用形態Kより、機械化の規模が決定され、導入機械の種類、数は勿論むとと附随してトラク

ターの大きさも決定され機械の能率も異つでぐる。

2 機械化体系作成上必要な技術係数

機械化体系を組むK当って必要左基礎的左諸値を述べるO とLでは主要事項の名称及び定義を次のようK

規定するとととする。

期間作業率(R s ) :ある作業の行われる期間中で、実際K稼動できる日数の割合、例えば牧草調製作業

が 6月中何より 7月上句まで20日間で完了するとして、もし実際vc1 2日イ動いたとすると RSは60 t1，{i VC 

在る。とのRsの支配的要素の第ーは天候である。特K牧草調製は一般畑作業と比較K左ら左い程、-天候Vζ

支配される。降雨の程度Kよってはモーア作業Kは支障を及ぼさ左いが、乾草調製中では、大き左被害を受

ける場合もある。従って翌日は例えばサイレージ収穫等の他作業K切換え左ければ走ら左いクースも出て来

るし、予定外のテツダ一作業も必要と在る。との工うK天候のみを考えても、 Rsを正確K判定するととは

困難であるc従って、大胆vc平均値として 55........ 6 0婦を一応考えるととKする。との基礎は牧草期間中で

降雨 O.1伽以下の日は作業可能と仮定した場合の比率である。一般畑作業でも調査Kよると 80 t1，{i程度である

るから、との程度K見るのが妥当と思う。実際Kは連続無降水日数を考え左ければ左ら左いが、との点につ

いては農業機械学会北海道支部報第?号を参考にされたい。との外、休みもあるであろうし、機械の故障と

かの都合も出るとともある。特VC2台以上のトラクターの稼動する場合、作業機が 1台Lか7まい場合は組合

せ上、無駄時間もあるとと等を考えると 55婦は、一応の限界と思わ左ければならをい。

日作業車(RD):1日の拘束時間中(七〉で実際K闘場作業のできる時聞の割合とする。昼食は除外す

るとして、整備、作業準備、機械の交換、圃場への往復、作業後の機械の手入れ等K要する時聞は予想外vc

多く、共同利用等Kづいての我々の調査ではRDは 70必程度K左っている。しかし、大規模草地等の如〈

大面積の単一絃営では、 10 場内外は高〈見るととも出来る左考えられる。

悶場作業能率(0 f ) :闘場;ている時間中での平均時間当bの作業量(ha/h)をいう。悶場作業効率

をEfとし理論作業能率をC七で示すと、 Of= 0七XEfで示される。理論作業能率は次式で示されるが、

実際の能率は、大きく低下する。即ち

o t=VXWXO.R o 但し V :理論作業速度 m/s 

w :理論作業1隠 悦

作業幅は理論値より狭〈左る場合が多いし、枕地とか、廻行の際の速度低下とか空走行等KよD、時間損失

を招くものである。との Efは作業機の種類、闘場の大きさ、形態、土地条件等の影響Kよって大き〈左右

される。従ってEfを正しく把握するととは困難であるが、一応、表:-1の中K示す値を採るとと Kした。
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表-1 作業機の基準諸値表

ha 当力.h時りr 作業巾の 適応するト 能率 作業速度圃場内 1負~W同論荷/的'肌量者 の馬作業機名 ラクタの最 の範囲 ps イ庸 考
範囲 m /Ji馬力 PS ha/h 悦VS 効率 ha 

0.1G----O.75 
比 イ丘 抗フ フ ワ 03-...... 主3 lト--30 1シ-2.3 075 950 生7
0.4切/c品

(耕起) 1l~1.8 009........039 O号、0.8 0.75 2300 95 耕深 15 cm ロータリー 1仔--o5
(砕土) 1.1吋.1 01ト8.57 O.仔.....，1.0 0.75 1.300 80 l 回掛

デニぇクハ 0.53へ1.33 1Jひ.....g.o 070 200 15 
1回掛、タン

ロ一一 1.4--....2.3 15へ25
デムを基礎

ポテトハーベスタ 0.6 25 0.07-へD.38 0.5~1.5 0.70 1.350 50 

ビートハーベスタ 0β 25 0.07へ-038 05----1.5 0.70 1300 48 

集草量の加減
ヘイ Fミ 一一 フ ー 30 0.21へ~100 O.仔.....，15 0.65 700 36 

も可

生草
フォーレジチヨツパ 1.5 35 0.1号、035 05.....__1.0 0.65 1.500 63 

3.5七/loa

コ一一ン
フォーレージハーベスタ 0.8， 1β 告白 65 0.0少'-U.56 Oト主.5 0β5 2，200 100 

5.5七/10a 

(粉) 6.0 178 
ブロ ドカスタ 15 1.令、13.0 0.55 15 4 

(粒) 10.0 237 

2.4 15 130 
ツースハロー 18へ-2.3 0.75 70 6 1 回掛

告8 30 2.60 

1.2 15 0.26 畦幅
綜合播種機 0.8----1.5 0.55 120 11 

2.4 2.5 052 6 0 cm 
12 20 02{. 畦幅

馬鈴墓地種機 0仕~1.5 050 190 14 
2.4 30 0~8 6 0 c7π 

e 

畦幅
甜菜移植機 12 20 019 0.s-.....12 0.50 190 18 

6 0 cm 
1.8 15 124 

ノぐツカ ローーフ 2.o-....s.5 0.85 60 7 1 回掛
2.4 25 1.65 

(250) e65 15 129 
ブ一一ムスプレーーヤ

白 50)~.0
(08----1ゐ) 0.50 80 12 畦畔際で給水

30 1:39 

1.2 10 0.51 
カノレチベータ 1念、J1.6 085 110 8 

2.4 25 1.02 

15 10 082 ノ、イスヒL トてそデ
モ ア 1.5---23 0.80 120 18 

2.1 30 115 は3m/S

1.5 25 089 
へイコンデイシヨブー l庁、2.3 0.80 270 20 

2.1 35 124 

1.5 0.85栄 来・印の上欄は
テツダ-.レーキ 1[r...2.3 40 6 仕テツタ二一下欄

3D 25 I 0 {:ì 7へ~1 .3 4 0.65 レーキチ来す

備考:①ブロードカスタ以下の作業は作業巾も 3種類以下であると同時K、作業精度の聞から速度が制限

されるから‘ トラクタの大きさ陀よって能葦変化は少在い。とのため作業巾の大と小について平

均能率を示Lk。

② ha当bの馬力時はトラクタが出さねば左らぬ坦論馬力時を称する。
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表--=-2

素 因
総合要因 要 因

然条件 経営的条件 人的技術的条件 作物条件 国場条件 機械的条件自
期間稼動率 。作業期間 積雪量・土壌凍 作業体制、作業 経験的判断 作業適期・作物 土質・排水・ 作業種類・作業

作業可能日数 結霜・気温・地 体系 天気予報、運転技 種別と品種 排水の速さ 機形式
R s 実作業日数 温降水量・蒸発 応急的人員配置 手町 作業効果

作業の可能性
量、その他災害 作業負担面積 整備日数、休止日 待ち日数

能率・作業精度数

日稼動率 。出動時間 日出及日没時刻 勤務時間・作業 ォベレータ数 作業の種類と作
結露降雨・気温 の緊迫度 天気予報 業方法

R
D 

不要時間 降雨等 半どん 食事、作業左し

休止時間 作業配置指揮 休憩、打合せ 準備待ち 組作業の待ち時
整備時間 (作業不能日の 車庫のスペース 整備技術・完全 適正水分・雑草 挟雑物有無 間

利用) と整備用具 点検 日常整備の完壁
廻送時間 闘場配量・作業 運転修熟度 道路種類 性・故障

機交換の回数・ 道路巾員 直装・牽引型廻
道路と路面 送時全長、全巾

l o作業能率 理論能率の基準 国場形状・面積 慣習・作業方法 収量、水分・ 硬度粘着性耕土 速度、性能、ヲ
及び縦横比・平 パターン・旋回 畦巾、根茎位置 合水分挟雑物 まb小故障、枕

闘場内効率 担度 法 損傷難易 地の所要量
国場内停止率 材料置場の環境 補助人員、材料 収量・品種・用 一時貯蔵場所 能力・作業種類

Ef  作業〉 圃場との関連位 置場積込材料 途搬出法 出入口扶雑物
補給を必要と 置

し左い作業) 操作の熟練度 まきヲき頻度 土壌付着性 調整、給油、小
走行距離率 圃場形状、面積 作業バターム 作物種別と作業 異物、倒伏左ど 修理、作業巾率
(作業巾と枕地損 及縦横上七、平担 旋回法 内容畦巾、収量
失Kよb走行距離 度、傾斜

が伸びる〉 ‘ 

平均速度率 闘場環境(防風 運転操作熟練度 生育度合、畦巾 枕地の有無大小 性能、牽引力、
(作業時速度のパラ 林排水溝左どの コントローノレレパ 硬度、湿度 動力、トレッド
ツキKよるもの〉 有無〉 -)クラッチ操作

巾、作業種別

(注) 0印は総合要因の計算基礎K関連するもの



との中でハーベスタの如く、運搬作業をともをう作業は特K運搬体制、能力が強〈影響するととを考え左くて

は左ら左い。従ってEfを下げて示しであるが条件Kよっては、との値は大きく上下するものであるo

以上の定義から期間中の平均作業能率、及び1日の平均作業能率を夫々 o8・ODとすれば次式が成立す

る。

。一=-R・ 0 ・E
1) D 七 f

08=R R_O_=R R':_ ・0，・ E _ 
8 1.1工 S 上) ""c工

従って期間中の作業量(h a )及び1日の作業量(h.a )を夫々 Q， 8.Q， Dとし、期間日数をS、1日作業

時聞を七とすれば次式が成立する。

Q， ~=R~.O ・E ・七
D D 七 f

Q， 8=R ・R ・0 ・E ・七・ 8
D .8 七 f ' 

期間日数(s )を何日Kするかであるが、牧草の大き左栄養損失を招か左い範囲内K止りといが、機械の利用

経費を低ぐする為陀は出来るだけ長くしたい。草種の組合せ等で延ばす事を考え左い限b、不利でlある。少

くも 25"""" 3 0日程度まで、出来得れば40自主でK延ばしたい。もし40日まで延ばし得るとすれば一番

刈も二番刈も左〈、連続的K収穫作業が行えるととK左b、効果的である。但し余b短期間Kして年間企、

5回と機械を入れるととK在ると時間当b経費は低下しでも 1トジ当bの機械経費は逆K上昇するととK左

る。従って 2回刈b以上は機械利用面からは不利K左る恐れが強い。との点Kついての詳細は他の機会K検

'討したい。七及びsを夫々 12・30としてRD ・R8 VC既述した値を入れると 13 8時間の実聞場作業時間

とをる o との基礎時間を中心K作業体系を検討するととKする。左為、表-2はトラク炉諸fi撲の効率K及ぼ

す主左素因を整理したものであり、諸係数を正しく決定するととの困難さを示している。

3 完全機械化の場合のー単位機械当りの面積の概算

モーア、 a レーキ、テツダは勿論のとと、ベーラ一、コンベヤ一、へイドライヤ→等の乾草用作業機とフオ

レジパーベスタ(又はチヨツパー〉等の機械を完備した場合Kついてのー単位当bの経営面積を概算してみ

る。勿論との場合現在の北海道では共同利用での経営単位を想定している。

表-3、表-4はトラクタ-2台K対して前K述べた諸係数と表ー1の作業能率によるものであるo例え

ばモープ忙ついては 1h a当b所要時間は次式よ t0， 6 5時間と左る。同様K各作業機Kついて計算を行っ

た結果である。 1000m'L←(1，8悦 X3 m / 8 X 3 6 0 0 X 0， 8 ) = 0，.6 4 4 

表-3 乾草 1h a当b所要時間

機械 イ乍 ;業 機 機械利用時間 トラクタ利用時間 備 考

メリ 取 モーア (6f七ハイスピード〉 0， 6 5 0.6 5 

テツダ- ヘイメーカー(スピンナー型〉 1. 4 6 1. 4 s 2 回掛

レーキ レーキ(回転輪) O. 9 5 0.9 5 

"'" -一フ一一 ベーフー 1.6 0 ベーラ一作業と運搬

ベーノレ運搬 トレーラー 1. 6 0 作業は同時作業

合計 4. 6 6 6~ 2 6 
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表-4 グラスサイレージ 1ha当bの所要時間

作 業 機 械 機械利用時間 トラクタ利用時間

刈仔1] し モ~7 O. s 5 O. s 5 

レーキ作業 回転輸型 O. 9 5 0.9 5 

拾上げ細断 フオレジハーベスタ 2.3 

運搬作業 トレーラー 2.3 

A口h 言十 3. 9 s.2 

今乾草とグラスサイレージとの生草割合を 3 ~ 7とすると両作業K対する 1h ~当 b刺用時聞は乾草・サ

イレージ両作業K按分して ( s. 3 X O. 3 ) + ( 6. 2 X O. 7 ) = 6. 2 3時間

6.2 時間と在る。トラクタ~2 台とすると、 2 ワ 6 時間稼動できるから 44ha をカバーできる o 共同別用

であるから 1・2割の安全を見ても 35"""'40haの可能性を持っている O との例では 1日12時間作業と

しているが、期間中牧草作業として 60 rfn足らずの日数しか左いから 1日14時間労働とすれば40'-"'" 4 7 

ha の採草が即ち 6 年更新として 50~56ha の採草地をカバーできるとと K在る。左長との計算は一番

草Kついてのみ行ったものであるが、二番草は量が少し期間もあるので問題は左い。もし根釧地方等で、

乾草は二番でとるとすればー・二番別々 K計算を行えばよい。

との計算で最も問題と在るのはベーラ一作業又はフオレジハーベスタでの運搬体制であるO とれらの機械

を遊ばせるとと左〈、使用するKは運搬での時間的損失を招かをいよう Kし左ければ左ら左い。即ち 1ha

当り 1番草で35トン(乾草9トン〉の場合Kはベーラーは毎時5.sトン(1個 15 K9として 377ク)を

梱包するから、トレーラーの運搬能力と収納能力の合昔十値がとの能力と合致し左ければ左ら左い。但しとの

場合トレーラーはベーラ~VC直結するとして、積込み時聞は考え左い。従ってトレーラ~VC100 個積むと

して毎時3.8台、 1台 15. 6分で運搬収納を終える体制が必要で、収納K対してのコンベヤ一等を利用する

合理化を考え左ければ左ら左い。とのように運搬作用をとも左う機械で最も問題と左るのは運搬距離とトレ

ーラー台数との関係である。との点Kついて後K検討を加える。

以上、 トラクタ-2台K作業機 1セット当bの面積を求めてみたが、レーキ、テツダーはレーキ作業K対

して好ましいものとテツダ一作業Vζ適するものを夫々用意した方がよい。理論的Kはサイドレーキ 1台であ

るが、弾力性を持たすべきである。

以上の如き諸事項を考え概算が終ったら、更Kトラクターと作業機の組合せを考え左がら、具体的K細部

の点Kついて検討すればよい。

との経営では牧草作業可能日数についての労働時間の収支を計算したものである。従って、日数的附払 O

日中、 2 2日しか考えていをいから、 18日はあまっている o とれを如何K使用するかを考えなければ左

ら左い。畑作酪農では夏期でも一般畑作の中耕とか防除とかK時聞を費し得る点は有刺である。酪農中心と

した場合でも、ヒプート等を入れるとか、デントコーンの適地Kは、その栽培を考える等年間労働の余剰を来
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たさぬ配慮が必要である。

在台上例は、闘場作業のみを考えた可能面積であるが、畜舎内での作業を計算K入れるとすれば畜舎内の

作業(tC1日何時間が必要K在るかが重要K左つでぐる。

表-5 • 6は米国での畜舎作業所要労力K関するデーターよ b換算した結果の成牛 50頭、成牛換算.74.5

頭の場合Kついての 1週間の所要労働量K関する表である。

表-5 スタンテヨン牛舎(夏季)での労働量 (週当i?) 

作 業 作業様式 育成牛いる場合 育成牛は育成牧場で

1 搾乳関係 !1頭用 2基、横牛床縦列式1人 3 2. 7 3 2.ワ

AノLヨ 2 乾草給与 梱包舎外給与 1.4 1.4 

力 3 サイレージ給与 塔状サイロ 1日1回手仕事 4. 8 3. 5 

を 生 青刈飼料給与 人力取出ワゴン運搬 1 3.5 9. 7 

要 5 放牧関係 日々の輪換放牧 3. 0 3. 0 

す 6 穀物給与 1日2回 1. 7 1. 7 

る ? 堆厩肥処理 慣行法手仕事 1 5.8 1 0.4 

11U 8 寝わら 3. 5 2.3 

9 その他 日常雑仕事乳牛管理飼料粉砕等 2 6. 1 1 8. 9 

よ口〉、 言十 1 0 2.5 8 3. 6 

労 1 搾乳関係 1頭用 8基横牛床縦列式1人 3 1. 9 3 1.9 

力 2 乾草給与 梱包舎外給与 1.4 1.4 

'(L 
3 サイレージ給与 横型lサイロ自由給飼 2.0 2. 0 

最 4 青刈飼料給与 自由給飼 6. 8 5. 1 

少 5 放牧関係
日々の輪換放牧 3.0 3. 0 

K 6 穀物給与 1日2回 1. 7 1. 7 

し 7 堆厩肥処理 パーンクリーナー 3.6 2.8 

た 8 寝わら 3.5 2. 3 

タリ 9 その他 2 6.1 1 8.9 

メロ~ 計 8 O. 0 6 9.1 
』

備 考 1 )不明在るも放牧K頼る場合は不要

2 ) 3 2頭Vζ対しては実際Kは8基は不要
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表-6 }レーズパーン (夏季〉のみ

作 業 作業様式 育成牛いる場合

1. 乾草給与 梱包 1日2回 3. 0 2. 3 

労 2. サイレージ給与 1日1回手仕事塔状サイロ 4.8 3. 5 

力 3. 青草刈j取給与 ワゴン運搬入力 1 3.5 9. 7 

を 4. 放牧関係 日々の輪換放牧 3.0 3. 0 

要 5. 仔牛の管理 7. 2 。
す 6 清掃 全飼養場の洗浄 2.3 2.0 

る 7. 寝わら関係 2. 1 1.7 

17U 8. 搾乳の準備 自動パイプライン 2基 2. 9 2. 9 

9. 搾乳 側通路式8牛床パイプライン 2 3.3 2 3.3 

10 その他 若仔牛の管理・授精飼料紛砕等 4. 2 8. 1 

メロ~ 言十 6 6.3 5 1. 5 

1. 乾草給与 梱包 1日2回 3. 0 2. 3 

労 2 サイレージ給与 トラクタで直接給飼台へ 3.2 3.2 

力 3. 青草刈取給与 動力とり出しワゴン運搬 1 O. 1 7.8 

を 4. 放牧関係 青草刈取給与 1.4 1.4 

耳長ヨ支 5. 仔牛の管理 7. 2 。
少 6. 清掃 2. 3 2. 0 

V仁 7. 寝わら関係 2. 1 1. 7 

し 8. 搾乳の準備 2. 9 2. 9 

た 9. 搾乳 l へリーンオさーパパイプライン3基 6牛床 1 8.6 2 3.3 

17U 。その他 4. 2 3. 1 

|合 言十 5 5.0 4 7. 7 

との表Kよれば合理化された例で‘はスタンテヨン牛舎で育成牛のいる場合の 1日当b所要時聞は 11. 4時間、

育成牛は育成牧場K依頼し成牛のみとした場合は 9.8時間と左b、ノレーズノミーンの場合は夫々、 8時間、6.8 

時間と在っているむ従って、牧草調製日を 1日14時間労働とすれば、悶場作業K、ルーズバーンでは、

労力 2人の場合で10""11時間を考えるととができる。との時間で処理出来る面積は上記の計算より、採

草地 40""45haの処理が可能と左 b、大体経営は可能vc左る。

との機械化体系は在来の牧草調製技術を完全機械化した場合を想定したもので機械への投資が過大K左る

から、今後チヨツパーを中心Kした、細断乾草を考えた場合等Kついて他の桜会K検討を加えたいと思って

いる。
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トレーラー台数の検討

フォーレージハーベスタを例にとって機械の能力と運搬距離との関係よ bトレーラの台数を検討してみるc

o m==七8+己主+七 uq・ ・・・・・…・{i)

o m : 1台当bのサイク Jレタイム〈分〉

4 

(K(il ) :トレーラ 1台分の積載量q 

(分/K9) t 8 :積込時間

(悦〉:片道運搬距離X 

(m/8 ) :往復平均速度S 

(分/K9) 七u:荷下し時間

ハ判一一
円
一
向n

 
n=科3J(2)

q :フォーレージハーベスタの刈取時能率 (K9/h)

n :トレーラー台数

2 X 

n==~ 七 8+6 0 Ei+七 u q ) 
一司

6 0 q 

従って

...・H・(3) 

立言之 q即ちフォーレージハーベスタの能力とトレーラ l台当b積込時間を同じとしたo

(3 )式でs= 2.5悦 /8とし計算図表で示したものが図ー1であるo前例で‘示したF.HのQは生草で 15 

但し t8=  

トン/hであb水分67 %で9トンと在るo しかし闘場効率は 65婦でをしゃ L余裕を見るととK左るが

1 00%とし左ければ左ら左いから Qは約 1生ートン/hであるが、もしX=1.5Kmとし 2トグトレーラーを

使用した場合Kプロワ一能力を 15トン/h( 2 0 P 8モーター〉とすればトレーラー台数はも.3台即ち4

"'5台を必要とする。 4トントレーラーとすると 3台でよいととK在るo 左な平均速度を 2.5m/  8として

いるが、サイロ附近等で速度も落ちるし時間損失もあるのでとの速度を保つためKは普通の処では相当速い

ものである。

図-2は籾運搬でのトレーラ一作業の例ではあるが、運搬距離と所要時間との関係を多ぐの測定値よb平

2Kmの距離で‘は 12. 5 

Km/ h (r(低下している o移動距離聞の両終端では速度が低下するから平均速度が低下するもので、九。従

均して示したものである。例えば8Kmの場合は 18 Km/hの速度K左つでいるのが、

って距離が短い程その低下割合は大きく在るのは当然である o とのように運誠忠墓度のみでも複雑左問題をも
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5 力を要する作業機とトラクターとの関係

フォーレージハーベlスターとかブロワ一作業はその作業機の能率の限界があるととは言うまでもをいが余

裕があれば作業1訟の性能よ b見ての適正速度の範囲内で速度を早くするとか供給量を増して能率を高めると

とができる。ベーラーも同様Kウインドロウの量を変えてトラクターの能力を十分・発揮させるととができる。

他方モーア、レーキ等は力が少くてすむからトラクターの力が余る場合が殆んどである。トラクターの力を

十分K使うKは余.!?(rC速度が早くな bすぎるため可能左範囲で速度を高めたとしても力K余裕を持つ結果と

左る。また作業幅も他の請ミオ牛K支配されて現在の作業幅をそん左K広ぐするととができ左いものである。

表-1のチヨツノキー(フナーL片---://---ベスターも大体同じ位である〉の最後の欄を見るとha当bの馬力時はs3P

S-hと左っているoとの論拠はさておいて、正味s3PSの力を持フてお引は'lhaを1時間で作業お己了させるとと治宝できるとと

K在るoしかし実際Kは園場作業効率を考え去ければ左ら左いから、 100
PS近い馬力を要するoととで正味馬力と言

ったのは、トラクターのカタログ馬力の大体83婦がそのトラクターのP. T. 0最大出力であb更VL1 5 

.-..... 2 0 %の余裕馬力を見左ければまら左いので140'-""'150PS級のトラクターを使用したとしたら上述

の能率と在るととに左る。表-4の計算では2.3時間と 7まっているから 64 P Sのカタログ馬力のものを使

用した場合の例と在っている。

以上の理由Kよって牧草作業Kは軽い作業と重い作業があるから、 2台のトラクターセットを考える場合

Kは3，0 P S級と s0 P E3級の大小を組合すととが望ましいととK左る。特Kテヨツバーとか、フォーレー

ジハーベスターを使用する場合Kは出来るだけ大型のものを用意すれば能率的ではあるが、モーア等の軽作

業では極めて無駄左ものK左るととは止むを得左い点である。

-24-



バーンク 1) ナーについて

工諸 Eコ

池内義則

(北海道大学農学部)

乳牛は1年間VC8.5トンの糞を出し、肉牛は年間 6.0トンの堆肥を生産すると云われ‘堆肥搬出千撲は。牛

舎の管理作業中、最も多くの労力を要し、不潔左いや左仕事である。

ノξーンクリーナーは、 ζの最もいや在仕事を取b除き、省力化をはかるため陀‘ l'9 4 0年代陀米国で初

めて紹介された。パーンクリーナーは省力のみ在らず、衛生的であb、作業者の保健にも貢献する特徴を有

し、ひいては農家後継者問題の解決陀も役立つと考えられる。

従来、堆肥の搬出作業は‘マニユアホークとスコップを用い‘堆肥を孤輪車叉はリヤカーに積んで牛舎の

外部に運び出し、叉.広し勺牛舎では舎内K馬車やトレーラーーを入れて堆肥を積み込み、堆肥場まで運搬して

いたが、パーンクリーナーは、作業者が敷料を糞尿溝に全部落してからスイッチを入れるだけで‘堆肥の搬

出カミできる。

国首農の近代化が進む陀つれて、多頭化の傾向が強〈左 JJ~'省力化の面からパーンクリーナーは今後大いに

普及するものと考えられる。

2 パーンクリーナーの1重類

ξーシクリーナーは、 j既肥掻寄せ装置(スクレーパープレード叉はコンベアエプロン)‘舎外排出装置(

エレベータ一、コンベア左ど)、駆動装置争よび原動機(モーター)よ b在っているが‘とれらの構成から

大別して次の 5種類に介けられる。

は)白走エレベータ一式 (por七able se工f-prope工ユing 七yep)

白) 引出式 (Dra g-工ine 又は PUl工ーou七七ype)

(3) 無限定賦又はエンドレス・チヱ-/'式 (Endless-chain 七ype)

(4) 往復動式又はアフリ型 (Shu七七ユe-s七roke又は Osci工工a七ing 七アpe) 

(5) スクリユ一式 (Auger-screw type) 

とれらの中‘一般陀引出式とエンドL〆ス・チェーン式が多〈用いられ、我が国ではエンドレス・テエーン

式が大部分である。

3 パーンクリーナーの構造

仏) 自走エレベータ一式

北海道家畜管理研究会報，第4号:2&-:-30.， .1 9 o 9 
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この型式は、糞尿溝の中を自走するピックアップエレベーターによってj既肥をすくい上げ、それをサイ

ドエレベーターでマニユアキヤリャ、又は堆肥散布機左どの中へ積込むものである。とのクリーナーの大

きさは幅40cm‘長さ 90 rf:TJl程度である円

(2) 引出式

/引き戻し装置
とれは第1図陀示す如く 2本のチェ

ーンとスクレーパーから在るエプロン

〆/クープル スパイダーリール 4_ヂイ 4 が糞尿溝の中を、厩肥を掻き左がら走

/ローラ「ドラムエプロン λ 三斗~ふ 行し、即時外K出ると傾斜エレベ

r '-1// / / / / / / / // / /…~ -¥ ーターを上って糊E散布機K落ちるよ
300以下/ 引出用駆動うに左っているo エプロンは巻取bド

モーター及 ・

び巻取リドラム又はリールで活きとられ‘エプロ

第 1図 引出式パーンクリーナー フム ンの上の厩肥が無く左ヲたら、エプロ

ンは引き戻し装置陀よって再び糞尿溝の中陀引き戻される。エプロンとエレベーターの継自の所陀は‘ス

パイダーリーノレ又は案内金具があってエプロンの浮き上るのを防いでいる。

引出式は、特に単列の糞尿瀞K適し、ピットの必要も左く、床や糞尿溝の改造を要し左いので、経済的

で故障も少左いと云われているが、作業中は作業者がついていてスイッテで機械を操縦する必要があるの

で、次K述べるエンドレスチェーン式K代ってきた。
、1 1 

左台、引出式は駆動装置として1.5 "'" 3. 0馬力‘及ひ"4""'玄馬力のモータ・を 2ク使用するもの、複胴ホ

イストを使用するもの及び牛舎二階の牧草用ホイストを使用するもの左どがあh エプロンの代!?1tLベノレ

トを使用したものもある。ベノレトを使う場合.人力で引き戻せる場合もあるが、 20m以上の長さに在る

と別K引戻し装置を必要とするつ

引出式のパーンクリーナーは始動トノレクが大きいので‘クヌツテをつけてモーターの始動を容易Kして

ある。

(3) エンドレスチェーン式

第 2図 エンドレスチェーン式ノ」ンクリーサー
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第 2図はストーノレバーン陀エンドレ

スチェーン式パーンクリーナーをセツ

トした図を示す。との式は 1本のエン

ドレスチェーンと‘チェーン1tL45'"'-'

6 0 cm間隔で取bつけられたスタレー

ノミー(掻寄棒)から在るコンベアエプ

ロン部と、 j既肥を舎外に搬出するエレ

ベーターシユート部から構成されてい

る。エプロン部とシユート部は‘古く

は別々に離れていて、継目陀はピット

が必要であったが、最近は図K示すよ



うKエプロンは平行した 2本の糞尿瀞と、その両端でそれらに直角に交わる 2本の海(クロスガター)の

中をスクレーパーが厩肥を掻き左がら移動する。従って、 このノミンクリーナーは対頭式又は対尻式牛舎の

ようVC2本の糞尿溝が平行している場合は、イ可れVても用いられるが‘一般r、対尻式牛舎の方が経済的で

ある。第 3図は、エンドレスチェーン式ノミーンクリーナーの設置回路例を示寸。

第 8図 ノξーンクリーナーの設置例

コンベアエプロンが環状糞尿海を一巡

し、厩肥を舎外に搬出する部分陀はエレ

ベーターシユートがあり、厩肥はぴ1を上

ヲて直接、堆肥散布機或いは堆肥場に落

される。地下K糞尿溜を設けてエレベー

タシユートを省略し‘エプロンを延長し

ただけの例もある。叉‘地形的陀牛舎の

床が舎外の地表より高い場合はエレベー

ターシユートを設け左いで‘よい。

エレベータ一部にはチェーンを駆動す

るモーターと減速装置が取bつけられ

他陀スクレーパ-vcついた汚物を取b除〈装置(ワイパー)が取 bつけられている。

糞尿、海のコーナ-vcはチェーンの走行を軽くするためコーナーホイーノレを設け.逆コーナ一部陀lr:l:リパ

ースカーブガイドをとりつりである。

エレベーターと糞尿瀞の接する所VClr:l:チェーン押えを設ける。とれはスクレーパ一村チェーンがエレベ

ーターに上るとき角度が変るため、浮き上るのを防ぎ、スクレーパーがいつも溝町に接触して厩肥を押し

出すととができるようにしてある。

チェーンはリンクチェーン又はログチェーンが使用され、高度の抗張力‘耐磨耗性‘耐腐蝕性.を有する

もので左ければ左ら左い。

スクレーパーは糞尿悔の巾よ.b2. 5 '""-' 3. 0 cm短かくし、金属又は思い 5C77L角程度の木材で作られている

が、金属製の方が寿命が長く、厩肥の搬出性能もよいようであるが.木製のものは安価で掃除し易〈交換

も楽であるという特徴がある。

モーターは 40'""-'100頭用で 2.0 .~ 5.0馬力のものが用いられる。

(剖往復動式

往復動式パーンクリーナーは、ローラーチェーンK取 bつけられた鉄製の角ノミイプ又は角棒に、スクレ

ーノごーを蝶番で取 b つけたもので、とのチェーンが約 2.4 1n離れたスプロケット K よって駆動され、 Jf~尿

溝の底部を往復運動するO 往復動のストロークは約2.4rnであれ 1ストローク毎に明肥は約2.4m搬出

口比向ヲて前進するのスクレーパーは 2つのスプロクツトの中間陀あ b、前進ストロークでは‘瀞底の摩

擦Kよって角パイプに直角K伸び、後退ストロークでは瀞.の側壁陀沿って折b畳まれるの (第4図(a)及び
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第4図 往復動式バーンクリーナー

(b)参照)

lつのスクレーパーで進められたj既肥は、次のストロ

ークで隣のスクレーパーが押し進めるとと陀左 b‘順次、

搬出口K向けて送られて行く。

往復動式では、クロスガターの必要が左いので‘糞成

講の長さや本数K左右されず、真直左糞尿溝左ら如何在

る牛舎Kも取付け可能である。 2本以上の糞bR溝K適用

する場合には、舎内又は合外にクロスコンベア(糞成海

の方向K直角陀設けたコンベア)及びクロスエレベーターを設け‘堆肥散布機やトレーラー陀j既肥を落す

よう十亡すればよい。

(5) スクリユ一式

とれは一種のスクリユーコンベアで、奨成溝がトラフ(桶)の役を左し、溝の底は半円形に在っている O

トラフには牛が傷害を受け左いように金網の蓋がある。

多〈の場合、搬出部には別のスクリユーオーガ一式のエレベーターが用いられる。とのエレベーターは

糞尿瀞に苅・して、どん左角度にも設置できる特徴がある。

4 パーンクリーナーの問題点

上述の各種パーンクリーナーは構造的にそれぞれ特徴を有しているが‘設置陀当って種々の問題点がある。

次に、わが国で多〈みられるエンドレスチェーン式ノミーンクリーナーについて問題点を掲げる。

仕) 経営規模による選定

目白農のi機械化が安望されている今日、パーンクリーナーの採用は非常に有効であるが、米国では 40頭

以上の経営陀取b入れるべきであると言われ、わが国では 80頭以上K適当とされているのそれ以下では

マニユアキヤリヤの使用によって厩肥処理の省力化が行左われているの市販されているパーンクリーナー

の仕様の一例を第 1表K示した。

飼育頭数

許容チェーン全長 (m) 

モータ一馬力

白) 糞尿悔の寸法左らびに構造

第1表 ノミーンクリーナーの仕様例

3 0迄 30---- 70 70----100 

7 5迄 75---...120 120---"'150 

3 5 5 

100以上

1 50----200 

5 

ノ〈ーンクリーナーを設備する場合、糞成権の寸法が問題K左る。 造成溝の寸法は飼育頭数Kよっても多

少異在るが‘少左くとも深さ:30 C，凡 l幅40 cll程度とし左ければ左ら左い。深さKついては、深過ぎると

牛が骨折を起したb、乳房を傷つけたbする恐れがあ b.浅すぎると、敷わらの多い場合、通路部に設け

られた袴蓋がJ~í肥陀よって持ち上げられ蓄が移動するととがあるO 糞尿溝全体K ロストノレをつければ少々
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溝が深くても問題ば左いし、叉.蓋の移動K対しては、クリーナーの作動回数を増やして一時陀多量の厩

肥を処理し在いようにすればよい。

次K既設の牛舎は勿論.新設の牛舎でも糞尿溝のコンクリート仕上げは特に注意を要し‘得の幅は全長

陀亘って一様忙し、底部は特Kチェーンがよ〈滑るように平滑にしてがく必要がある。さも左いと‘チェ

ーンの走行が円滑で左心作業能率も低下し、遂Kは過負荷のため‘機械部分やモーターを破損するよう

に在る。チェーンの滑bをよくするために‘海底部陀スライドレールを敷設して効果を挙げている例があ

る。一方‘過負荷防止陀は、安全装置としてシェアピンを用いる場合じ電磁スイッチを用いる場合とが

ある。

(3) 糞尿の分離

ノ〈ーンクリーナーを使用する場合、糞尿溝の糞尿分離は大切左条件である。従来の牛舎では、党尿溝は

後傾斜し.後端K尿を流すため 10""15cm市Jーの明渠(尿溝又は今まで述べた糞尿溝を単K尿溝という場

合は副尿瀞という)を作b、穴あき鉄板で覆ヲてなけば‘殺成の分離ができたのしかし.パーンクリーナ

ーを使用すると、スクレーパーが穴あき鉄板の穴を塞ぐように働き.穴が役K立た左〈在る。介離方法は

牛舎の構造、敷わらの多少.頭数左ど陀よって異在ると思われるが‘尿溝を主たる煮尿溝と別K作9，尿

分離目皿を糞尿溝の側壁に取bつけて:資尿を分離する例がみられるの

(4) 運転上の問題点

j既肥は毎分日""1 0仰の速度で搬送され、チェーンの牽引力は直る賠Eでl頭当り約2.R Kg必要とされて

いるが、パーンクリーナーす運転するK当つては日頃の保守点検をよくして負荷をできる却す少左くしてやるとと

が大切である。即ち‘ノ込ーンクリーヅーはその目的上、よけ工易い部分が多<，回転部分の潤滑には絶えず注意し‘

特Kワイパーのヒンジピン‘ピン部‘歯車在ど陀は比較的頻繁陀給油又はグリースの塗布が必要である。

動力伝達1rl:Vベノレトを使用する場合は、ベルトの張b具合をよく点検して適度K調節し‘張b過き¥ゆる

み過ぎの左いように注意し在ければ左ら左い。

チェーンは長〈使用すると延びるので、駆動装置を移動して調節するか‘調節不能陀在るまで延びた場

合は‘チェーンの 1駒を取b外して適当左長さにする。

このよう左一般的在問題点のほかに、北海道の如き寒冷地帯では、冬季の凍結が大き左問題である。牛

舎の中は冬でもそれ程低温に左ら左いが、厩肥を舎外.1rl:搬出する部分‘或いは全〈舎外にあるエレベータ

一部やチェーン延長部は常に外気陀さらされ‘チェーンが凍結のため運転不能に左るととが屡みられるの

搬出口K電熱を利用したわ運転の都度蒸気で解氷したbする例がみられるが、今後の大き左研究課題と

考えられるの

5 おわりに

約::10年近くも前Kアメリカで開発されたノミーンクリーナーが‘漸〈わが国陀導入されるよう陀在 b、現

在、輸入品並びK国産品が市販されているが、それらの研究データーは極めて少左い。従って、パーンクリ
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ーナーの選定並びK設置に当つては、既設された酪農家の体験陀基き、取扱の難易‘安全装置の有無、動作

の確実性、耐用年|浪‘全体としての性能の良否在どを充分調査検討すべきものと考えられる。更に、パーン

クリーナーは、一種のチェーンコンベアとして封隠さ5機械の 1っと考えられるものであるから、マアリヤノレハ

ンドリングの点で、家畜管理の全体計画から検討すべきととは言うまでも左い。
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搾乳機使用状態の診断方法ならびに測定機について

小野哲也 谷口哲司 大友功一

(帯広畜産大学)

* l 搾乳機使用状態診断の必要性について

近年、乳牛飼養頭数の増加、宮司養戸数の激減に対して‘ ミノレカーの普及台数は急速左伸びをみせている円

とれは‘労働力不足による省力管理の必要性、ミノレカーそれぞれの機種が質的に向上したとと在どが原因と

考えられる。ミノレカーの導入が目立ちはじめてから約10年を経て、当初不調機械のあるとと、ライナーの

質の問題、牛K対する取 b扱い方法:をどが論議されたが‘最近は下火の感がある。ととろが‘ ミノレカーの使

用状態を測定調査した結果、 (1)機種の作用状態、白)ミノレカーの取り扱い方法、 (3)衛生状態K欠陥のある例が

多く見出された。

(2)、(3)の事項Kついては、従来からそれぞれの関係者陀よる指導が左されて向上しつつあるが、 U)の事項

とともに牛そのもの左らび陀乳量・乳質と重大左関係があるので更に徹底した技術指導が必要と考える。

(1)はほとんど業者の指導サービスのみKまかされていた事項で、多くの酪農家はミノレカーの機械としτの

技術に不足し‘また作動状態の良否は測定機無しでは判定が困難であるので大き左問題である。例えば、真

空ポンプの排気量、パノレセーターの作用Kよる脈動真空圧の状態左どは測定機によら在ければ判定し難い。

また一般にとれらの機械的状態の重要性の認識カ可丘い。

とれらの対策としてミノレカー使用の現場で、簡易安定左言十器を用いて機械の状態を診断し指導助言すると

とが必要である。それで‘われわれは必要在計器の試作改良、あるいは性態試験を行左い、一方、診断・指導

K必要左項目 Kついて検討した。(今回は主としてバクツト形ミノレカーについて述べる。)

*::iく
更ぬ最近のミノレカ一機種は‘従来よ b高い真空度 (38cmH9-)、脈動七を大き< (吸引時間約 75 %)、

脈動数を大(毎分 60回程度)にとったものが増加した。従って.従来よ bも大き左排気量が必要であるし‘

機械の不調あるいは取b扱いの不備が牛K与える悪影響の大きく現われるととも考えられる。との点からも

との項で述べた事項の重要性が考えられるのであるo

北海道家畜管理研究会報，第会号:3 ト 4.~ ， 1 9 6 9 

>¥く miユking machine の用語Kヲいて、機械搾字l研究会 (19 6 3.)では H搾乳機 Hまたは

H ミノレカーヘ農業機械学会 (1967)では H搾乳機 Hを採用している。ととでは、文中陀一般lて

慣用されている H ミノレカ-1/を用いるの

::iく::iく./.:.}レセーターによる真空圧f即~ょ b 測定算出したもので‘圧力変化 1 週ー期中の吸引作用と圧迫作

用の時間比率を言う。
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2 診断の眼目と項目

前項で述べた機械的左面での問題点は、真空ポンフ。からライナーに至るまでの真空系左らび忙ライナーそ

のものに左る。とれらは使用者が空気(真空)ーを動力とし.て利用するととの知識の不足も原因であるので、

主要事項について測定診断とあわせて測定結果K基づいて指導するととが必要であるo機械的左面では真空

系の安定と搾乳作用の安定とが必要であるし、あわせて機械の衛生状態、保管状態が良好であるととが必要

であるo とれらの診断の眼目・項目とミノレカー各部との主要左関係について図 lVC示したの

仕) 真空度とその安定性

真空配管内の真空度をミノレカー使用の有無Uてかかわらず、示された標準値に保っととは‘次項の搾乳作

用安定の重要左基礎条件であるととは言うまでも左い。従って‘真空系の真空度と排気量を測定し‘ポン

プと調圧器 (Vacuum con七roユ1e r)の能力・性能‘あるいは関係部分の状替を判定するととが必

要である。

真空ポンプの排気の能力と真空度との関係は次の式で示される。

実測排気速度(S) =排気量(Q， ) /真空度(P) C.e / mi n J 

しかし一般Kは排気速度(S )を排気量という場合も多いので、以後とれに従って長〈。

排気量(S )ーユニット作動時流入空気量 (Sm)=調圧器流入空気量 (Sc) (Reserve air) 

排気量と真空度との間K上記2式陀示した関係があるので‘ポンプ排気量に対して真空系への流入空気

量〔使用空気量)が多し諒圧器からの流入が少左〈在るに従って真空圧が低下する。(とのイ自に真空漏

れ左どの損失も考慮する必要がある。)とれらの関係Kは調圧器の性能の影響も大きいo ユニット作動に

よる空気流入量は機種‘使用ユニット数あるいは取b扱い方法によヲても呉在るが‘正常左搾乳中Kは

1 5 '" ~. 1) .e / m工n程度である。アイートカップの着脱時には短時間であるが吏K多ぐの空気量を必要

とするo (基本的Kは真空度、脈動数‘脈動化を大とするほど所要空気量も大と左る。)

使用空気量に対してポンフ。排気量が十分にある場合は‘使用中にも調圧器から空気が流入し‘余力があ

って一定の真空度を保って安定左搾乳作用カ桁左われる。ポンプの排気量は、ポンプの整備状態・使用状

態、電源とモーターの状態左どとの関係が大きいの従来は必要量ぎDぎbの能力のポンプの使用も多く見

受けられ、極端左場合はティートカップ装置時陀他のユニットのカップが脱落するもの‘調圧器を調節し

て真空度を高くしてやっと聞に合わせているもの左どが見出された。とれらのζ とから、ポンフ。について

は)排気量陀余力のあること‘信)ポンプの整備を確実陀するととの必要を感じた。

説1圧器は重錘式、スプリング式等.種々の形式をとったものがあるが、それらには調圧性能K大き左差

があるo また、配管陀対する調圧器位置が不適当‘あるいは調圧容量不足のもの左どが時折見受けられる。

とれらは‘販売庖の技術の不足によるものである。一方.使用者の手入不良による真空度の不安定左場合

もある。以上の不安定在現象をまとめると‘ (1)ユニット使用左ど Kよる空気使用時の真空圧の低下‘左ら

びに長い回復時問、担問圧真空度が標準値と具在る、ね)聞けつ的左制圧作用， (4)配管路の抵抗によっては

部分的忙真空度の差を生ずる‘左どである。
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配管は‘空気流量、管路の長さ左どを考慮して十分左太さの管材料を用いるべきであるし‘管路の方式

(直列、平行‘操状)も考慮するo また、 ドレーン陀対する処置を適切忙し‘管路の中だるみをつくら左

いよう陀留意する必要があるo との点はk 最近配管材料応塩化ピニノレが用いられるので特陀注意を要する。

配管の管理上からみると、惜の清掃(洗浄)が不十分左例がれ‘校、りク類の整備も一般陀十分

では左い。

ゴムチューブ(ホース)左どは一般陀ヒピ割れするまで使用している例が多ふとれらは空気洩れの生

ずる前陀交換して、無駄左点検を無くするととが必要である。

。) 搾乳作用とその安定性

ミノレカーとして最も重要左搾乳作用を起し搾乳する部分注つま bパノレセーター→ティートカップ(ライ

ナー)→ミ Jレククロー→搾乳かんの系統陀ヲいて述べる。

アイートカップ内のライナーに運動を与える真空圧変化は、パノレセーター陀よってつくられるが‘との

真空圧変化(真空圧波形)が標準状態と若し〈異在るものがか左り多い。とれは、ダイヤブラム類の変形、

パルプの摩耗、空気通路のつまれ真空洩れ在どの影響で異常在真空圧波形と在るのである。これら陀よ

って多くの場合、前後(あるいは左右)2ヲの波形の一方の脈動比が大と左 b一方が小と在る‘乳頭圧迫

(マッサージ)時の作用が不十分と在る、あるいは一方の波形のみが異常と抗日、の変イヒとして波形陀

あらわれる。

とれらの呉常は、言十器Kよら在ければ極端左具常状誌と在るまで発見が困難であるo異常状態での搾乳

は‘搾乳時間、乳量‘乳頭在どに悪影響を与えると考えられるので‘長期陀わたって作用の安定在パノレセ

ーターを使用するととと、異常状態の早期発見が必要である。

eパノレセーターの脈動数も標準状態に調整されてい在いものが多心個人差陀よって?0回/分以下の遅

いもの‘ 6 0 "'-' 8 0回/分の速いもの在どがある。機種陀よっては脈動数の変化陀よって波形の性質の変

化するものもあるので注意を要する。脈動数の司書節が固定と在っているものではとれら調節を気にする必

要が左いので‘使用上望ましい機種である。

ライナーは衛生面と作動との両面から診断する必要があb‘長期使用陀よって弾力が減少し伸びたライ

ナーは作動状態の上からも望まし〈左い。

ミルククローは乳の流れについて十分考慮された構造争もってい左いと異常在真空圧を発生するととが

ある。しかし、とれは機種毎の性能陀ついてのととであるので詳述するととを避ける。

(的保管・衛生の状態

保管と衛生の状態は観察と聞き取bによるのであるが、乳質‘乳房炎左どの検査も同時陀行在う左らば‘

ミノレカー使用状恕の総合判定の材料と左b理想的である。

保管の方法は浸演と乾燥の 2種あるが‘いずれ忙しでも手入れと洗浄・殺菌を適確陀行在うととが前提

と在ってい左ければ走ら左いととは勿論である。
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3 測定器具

診断陀必要左計器のうち、特lι重要左真空圧記録計(パノレセーターレコーダー)とエアフロメーターは小

型軽量で取扱いの容易在ものが必要である。それで‘とれらの計器の試作と検討とを行在ったη

(ム)

( B ) 

図 2 ( A)試作ノミノレセーターレコーダー

( B )感圧部(ベロー)の実験装置
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(1) パノレセーターレコーダー

図 2 (A)に示したもので‘オリオン機械KK試作のものを改良した。との言十器は受感部陀ベロ-2素

子を用い‘ポーノレベンでローノレペーパー陀記録する形式のもので‘記録紙巾 5871!J7l‘記録紙送b速度 30 

71/}1l/ se c、重量 3.6Kqである。

改造花当ヲて、 (1)イミ/ク書きオシログラフにベロー全組み込んで両者を比較‘但)オシロとパノレセーター

レコーダーとの比較を‘入力に正弦波状入力、階段状入力を用いて行左ヲた。との比較実験陀よって得ト

れた入力陀対する記録の振動特性(ベロースプリング系の振動特性)から記録ペン部分の重量‘ベロ一真

空系のチヨーク値左どを定めたのオシロ陀対ーするレコーダーの振幅比は2， 0 c ps まででなよそ0.1，....，

1.1であヲた。また‘いわ!ゆるドリフト現像を実用上十分左程度忙なさえるとと陀留意した。(記録例

図 3) 

A-1 B-1 

さモ

B-2 ヘ‘川J叩1JN引叩:.???

図 3 インク書きオシログラフとパノレセーターレコーダーの記録比較(正弦波状入力)

(8) 

1 :インク書きオシログラフ 2 :パルセーターレコーダー(ベロー)

A :振助教 6.7 B :振動以 1 0.0 

Or--

盲 10ト
".、 I

空 20ト

圧 30ト}

cmHg40 L.-

図 4 パルセーターレコーダ一記録例

(A) 正常在パノレセーターの波形 ( B) 主導常在波形
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ミノレカー診断のノミノレセーターレコーダ-VCよる記録例を図 4VC示した。との記録波形の脈動比と脈動数

、とを容易K読みとるためU亡、図 5のスケーノレを透明フイノレム陀焼付けて作ったのとのスクーJレを波形の 1

2ヲの数値を同時K読みとることが出来る。他VC3サイクノレの初桜花合わせて服サイクルLて合わせると、

動数のみを読むスクーノレも用意した。
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帯広畜産大学農莱工学科

農業働力学教室

記録(~服用脈動上七、脈動数スクーノレ
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(A) ( B) 

図 6 エアフローメーター (A )パーフエクシヨン社製 ( B )アノレフアラパル社製

白) エアフロメーター

真空ポンフ。の排気量の制陪陀はJ工Svc示された方法の他花、仕)オリアイスを用いた計器(図 6)、色)

ガスメータ一、 (R)浮遊流量計左どがあるo 今回は、仕)のうちアノレフアラパル社のエアフローメーターを

検討して用いるとととしたo とのメーターは中央ダイヤルで20 0 s毎Kオリフイス数をj省i加させる段

階調節、外側ノブでは平板状弁の開度をねじで動かして連続的調節をしているo また、とのメーターは

:1 8α'lfI 9-のときの流量制定用陀設計されているo とれを，JI S試版法によるiTilJ定と比較して幽?の結柴

を得たo とれよ b、日 0'"'-'5 0 C7I出9の諸団では笑用上十分的、百度で測定し待ることを知ったη

図 o (A)に示した計誌は管itiUvc設けた数個のオリアイスの組み合わせで、 ii8C7~出3 時の流量を読み
とる方式のもので‘構造は;最も簡単である。

排

気

途工00

度

円
U
Rυ 

(
ん
)

150 

。 10 20 30 40 50 60 

真空度(cmHg) 

図 7 アノレフアラパル社エアフロメーターと J工S試験法との比較
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4 診断結果の利用

診断の結果を記録する用紙と‘結果をミルカー使用者陀示す診断票(図 8)とを用意した。ととろで、使

用者のミ Jレカーの基礎知識は極めて不足である。従フて、現況では結果を示したーだけでは十分左利用が得ら

れ在いので、結果陀基づいて指導するととが必要である。特陀真空度と排気量の関係、ライナー交換の意義‘

ミノレカーの諸条件の泌乳陀対する影響左ど重要左知識の不足が目立つの

1[j翠コ s[I三三ヨ 仁コ5匿互亙 仁コ
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〕
日間同

|手入れ | 

仁コ4匡互百
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/ ロmHg

7匡互亙 標準値: 巴mHg

91チエ・y ク・パル，フ|
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10 rミルク・クロー

搾乳・休息の比率

搾乳日寺波形

休息時波形

脈動数 測定値 回/分
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帯広畜産大学農業動力学教室

図 8 ミノレカー診断票例
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5 結 圭五
日口

1) ζれらのミルカー使用状態の診断は、 ミノレカー業者のアフターサピス陀望みたいととろである。(排

気量の測定は一部で行左われている。)しかし、それだけでは不十分であるので、指導機関で訓練を受けた

者が実施するととも必要と:考える。

2) との診断K用いる計器Kヲいては、パノレセータレコーダーとエアフローメーター陀ついて試作・検討

したが、前者については機械的に一層安定したものとする必要があるし、後者にヲいては更に他の形式のも

のKヲいても検討する必要があるの

九)パノレセーターレコーダー‘エアフローメータ一、真空計の真空指度は定期的(あるいは必裂K応じて)

精度の高い計器Kよって検定する必裂があるη との点はとれら計器が一般陀普及した場合の問題点である。

4) 真空度‘脈動比、脈動数左どミルカー諸条件の牛に対する許容範聞は、機種あるいは牛の個体差陀よ

って具左ると考えられるが、とれらのととは今後も十分左研究が行左われるととが必要では左かろうか。

5) ミルカーの(1)機械的条件が標準状態に保たれ、但)衛生面も万全と左右と‘残された(的作乳技術が問題

と左る。(日)についての技術の向上を凶ると共U亡、仕X2)(日)の条件と乳質、乳房炎との|謁係忙ついても十分研究

される必要があると考える。

6) そうして‘|拍農家のミノレカ-vcついての基従知識の向上を図ることは目下の急務と考える。
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放 牧午の食草行動について

朝日田康司・佐藤忠昭・広瀬可恒

(北大農学部畜産学科)

l はじめに

放牧飼育忙なける管理技術上の重点が放牧飼育を効果的陀行在うととにあるととは論を倹た左いが、との

基礎的事項として‘放牧家畜の行動陀関する研究が近年さかんに行左われるよう陀在って来た。放牧行動陀

関する基礎的知見が最終的には最適左管理方式の確立陀役立ヲものと考えるからであるのもとよ b行動のf知

見のみが.完全左知見を与えるものでは左いし‘同時に他の面からの研究も必要ではあるが、家高生産と行

動との関係について、 19 3.5年の昔 Levy は、牛乳の風味問題を‘乳牛の放牧時の行動観察により放牧

草地との関係から解決してなh、S七od da r t (1 94 7 ) も北米レーンジのめん羊生産効率七行動観察を

すること陀よ b高め得たととを示している。す左わち‘行動観察Uてよb、放牧家畜の行動を予想、してとれを適切

に利用するとか、草生管理の良否を判定する資料陀するとともできるのである。また放牧方式自体[ζ含まれ

ている問題の一部を解明できるであろう。

Tri be (1955)は、放牧家畜の生産は pasture compユexとanimaユ compユexとから在るが、

前者[ζ関する成果陀比し後者については余b明らかにされてい左いととを嘆き‘そしてanimal com-p-

工ex を構成する安因として‘家畜の体重・性・年齢・健康状態・摂取栄養介の消化率・エネルギ一代謝率

が考えられるほかi家畜の行動があるととを強調している。

本稿は、牛の放牧時の食草行動 (grazing behavi or)について考えてみたいの

2 牛の放牧時の食草行動

Hafez & Schein (1962)は、牛の放牧時の行動を種々の文献を渉猟して次のよう忙まとめている。

第l表牛の放牧時の食草行動

食、草時-間

草をかみちぎる回数

1分間当 bの向上回数

食草量

歩行距離

2 4時間当 b

4-----9時間

2. 4.0 0 0回

5 0 -----8 0団

体重の 10 場

日-5Km 

(H'1fez & Schein、1962) 

北海道家畜管理研究会報，第4号:4 1-4 7， 1 9 6 C) 
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とれらの値は、牛の品種・年齢・気候・草地の状態・放牧頭数・補助刈料の量左どで変動する。

品種Kよる差は‘気候への順応性あるいは消化器の大きさの差陀凶係すると考えられ‘ ヨーロツパ牛は温

暖在気候‘アメリカ野牛は酷寒、インド牛はRE熱帯・熱帯性気候陀I1民応性をもっている‘ Smoユiak & 

Pe七er(1955)は‘ Ca七七alO (ヨーロツパ牛♀×アメリカ野牛舎の属間雑種)の冬季聞の採食回数が

ヨーロツパ牛のそれよ b多かったととを見ている。またインド牛は一般にヨーロツパ牛よ b食草時聞が長〈

歩行ij巨離も長いのであるが、これは消化器の大きさがヨーロツパ牛よ b小さいととK帰国するとされている

(Bonsma & Raux， 195R)oヨーロツパ牛でもホノレスタイン種とジャージ一種とでは誕境温度が高い
場合Kは‘ジャージ一種の方が食草量が多い (Miユ工 er e七 al.. 1951)。

新生子牛は‘勿論食草行動を行左わ左いが‘ 8週齢までには‘放牧地での草のかみちぎb回数は15回/

分と左 b、その後 5カ月齢まで陀は‘この値は成牛のレベノレに達するという (Hafez，1962)。

きびしい気候条件下では‘食草時開設戦少し‘強風下とかどしゃ降b下で'lr::t食草を中止するように在る。

天候と食草行動との関係陀ついては日ancock(195R)が詳細に論じているo S ea七h & .Mi工le r ( 

1 9 4 g)陀よれば、高温環境が放射子動を変えるととがあb、越境温度が高〈在ると日中の食草時聞が短〈

左b、夜間のそれが多く在るo また高温環境は‘放牧地になける群の姿K強く影響し、低温持よ b個体聞の

距離が大きく在る(V 0 i s i n， 1 9 5 9)。

一方、食草行以uvては、一定の周期的変化す左わち日周変化が広く認められる。すをわち日の出、日没時陀

食草が最も集中し‘その中間Kも2-R回の集中食草がある (Hughes & Re id， 1 951)。との日周変

化は個体や品種・草生状態や放牧頭数Kよって少しずつ異左るのであるが、との周期性を否定する者はい左

いのとの日周変化も季節的K変化しB その特徴は‘夏季の食草行動が夜間K比較的多く左 b‘日中は日蔭の

風通しよい場所を選んでひたすら涼をなめ休息の時間が多く在る (Chambers，1959)0 じかし‘ Ha-

ncock (1954)のよう陀暑熱が放牧行動の典型を根本的陀変化させるよう左ととは左いと主張する者もい

る。供試牛の品種の差のほかU亡、それぞれ環境のきびしさの程度が呉左るからであろう。

HancQck (1950)ぬ --jJ附生双子の牛同志の聞には食草時閣の個体差がほとんど認められ左いのに反し、

双子の組問陀 24時間当l?2時間以上の差があったととを見てなれ遺伝的左差異によるものと考えている。

草生状態が質量とも陀多弱5左場合陀は、全活動時聞が増大し‘遂陀草生状態の良好左場合Kは活動が減少

する (Hanc o.ck， 1 9.54)。また、との草生状態の変化が食草行動の季節的変化の要因の一つに在るととは

想像K難く左い。

草生状態と同時に単位面積当 bの放牧頭数の如何Kょb、食草時間が呉在るととが示されている (Fre-

er， 1960)が、との点陀ついて筆者らの行在った試験から検討を加えるとと陀する。

3 放政頭数と食草時間

草地生産陀和よぼす乳牛放牧頭数の影響を追究するために設計された試験Uてないて、単位面積当b放牧頭

数が乳牛の行動Kなよほす影響を明らかにするため以下に述べる試験を行在った。 10頭の乳牛を S七an-
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dard. 群(以下S群と略称、 1日当 l?2. 5頭/ha、延放牧頭数 400 [洞/haJとHeavァ群(以下E

群と略称、 1日当 l?3. 1頭/ha、延放牧頭数!10 0頭/ha.)陀分け‘ S群ーはl牧区 0.5'haから在るの

生牧区、 E群はl牧区 0.4haから左る 4牧区陀輪換放牧し売o.供試牛は年齢・分娩月日会よび産次左どを一

考慮して2頭ずつの組をつ <_bホノレスタイン種4組.ガーンジイ一種1組の 5組を選び任意VC2群に分けた

ものである。とのうちホルスタイン種‘ガーンジ一種1組ずつを供試牛として、行動観察K供した。 1牧区

内の放牧開始、終了は両群とも同一日とした。原則として 1日の放牧は‘ 5月上匂から 8丹上句までは午前

中 (7:00";"_11:~0) 長よび夜間 (17:00"'-'5:00) 、続いて 9 月下匂までは夜間 (17:00

"'-' 5 .: 0 0)のみ‘次いで 10月下匂までは午前中 (7:00"，-， 11: 日o)のみとした。放牧時以外は牛

舎内で、放牧余剰乾草と乳量の 20必量の配合飼料を給与し、 fi : R 0と1.5 :只 Oの2回搾乳をした。乾

草給与量は放牧草地の草生長よび放牧時間陀応じて決めた。観察は、 ?月中匂から 10丹下匂まで1~回行

在ったのであるが、初めの 3牧区では放牧開始日と最終日 (1[.• 続く 2 牧区では放牧開始日と最終日のほか忙

中間Vc1 "'-'2，回の観察を行在った。観察方法は 10分間隔連続個体観察法で.採食・反甥・休息・遊歩の生l

行動形を記録したの

放牧地になける採食(食草)陀費した時間を一括して表示すると‘第2表の通bである。

第2表 乳牛の放牧中の食草時間(1頭平均)

午前中台よび夜間放牧 夜 間 放 牧 午前中放牧

観察番号 1 2 8 生 5 ? 10 12 1S 

牧区番号 生 l 3 2 3 

月/ 日 7ノ-1.7 7/包7 7〆/28 ら/9 砂10 ら~7 ら"28 ら-1.2 今"l5
1ルペ1610/20 10/24 10〆"'2.8へ-18 ----28 へ-29 へlO "'-'11 へ28 へ29 へ主R "'-'1s 

放牧時間 欄・分
16.00 155.0 1680 1610 12.40 12.20 1230 12.30 13.00 5ユ0 520 45.0 510 
時間・分
6:40 65-0 640 7.05. 4.40 420 4.25. 525. 635. 420 5.10 45.0 5ユ0

S 食草時間

(42) (43) (40) (4心 (37) 白5) (35) (43) 白1) (R4) ω7) 。00)。00)
群
乾草摂取量 1 fi 主〈 1.{ 71〈 6~ 10 3.fi 38 44 12 1.0 2.2 生β

円25 GO 5 5.55 535 4.15 4.50 生生5 605 5.50 340 4.30 4.50. 500 
H 食草時間

(40) 。8)。5) (35) (q4) (39) (38) 仏9) (45) 。])(84) 。00) 。7)
群
乾草7受取量 12 12 1.0 1.2 本 610 4 3.8 3.4. 3.8 16 3.7 もβ3.0 

( )は(食草時間/放牧時間)x 1 0 0‘本は給与量

表K見られる通れ午前会よ'(J:夜間放牧時Kは、食草時聞は放牧開始日(観察番号1，3)陀は、両群が

ほとんど等しいのに比べ‘終了日(観察番号2，4)にはE群では減少、 S群が増加しているのが特徴的で

ある。との傾向は、牧区内草生が悪化したためで， H群は放牧頭数からも想像されるよう vcS群の牧区より

もさらに草生が悪化したためと考えられ、食草量の低下を伴ったととは乳量(表示はしてい左いが)VCも反

[!9とした。
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Freerは第 8表の如く、放牧頭数が多い程食草時聞が長いと報じている。同氏は 1牧区 5日間しか放牧

してい在いので、筆者らの試験成績と同ーに比較はでき左い。

第 3表乳牛の放牧頭数と食草時間(9頭の平均)

?明空竺 1.2頭/aC re 2.0現/acre 

l 10.21hr 10.7 7 h r 

2 9.6 7 10.26 

3 10.6 7 11.52 

4 11.22 12.12 

5 10.66 11.73 

平 均 10.48 11.28 

( F R E E R， 1 9 6 0) 

食草時聞は、草生状態が悪化する程長〈左 b‘従って、一般K放牧開始後の経過日数が進む陀つれて食草

の悪化をあらわすものと考えられるのでるるが、しかし、との傾向Kもcri七ica工左点があ b、さらK草

生が悪化すると食草時聞が減少するものと考えられる。観察番号 7，8， 9の成績はζのζ とをよく表して

いるo す在わち S群では 7→ 8→ 9で食草時聞が長〈左っているのに反し， H 併では 7→ 8で長〈左 b‘ 9 

陀至ると少左〈在っている。

とのよう U亡、放牧頭数が牛群の食草時間の日数経過陀伴う変化K影響するのであるが‘補助制料の給与量

の多寡も ζの変化の型陀影響して来るO 観察番号し 6の成績はとのととを示しているのす在わち‘観察 5

→ 6では食草時間がS群で減少‘ H群で増加と在っていて‘上陀見元傾向とは異なるのであるo表中の乾草

給与量に見るようIrcs鮮の方が多かったため食草量が低下したのであろう o観察番号 10→ 1 3でも同様の

ととがいえる。との時は午前中放牧であったため食草時聞は著しく多ししかも日数経過とともに増加して

いるが‘乾草長取量の多いH群は S群K比し、観察番号 10‘1 1で少左〈在ヲているのである。

以上のととから、輪換放牧陀bいては‘終日放牧あるいは補助制料の量が一定である在らば.食草時間を

指標として適切左牧区交換の時点を耐えるととができるのでは左かろうかo やや独断の嫌いがあるかもしれ

在いが、 1日当bの食草時間治話最高に達した時点で牧区交換を行左うのが望ましいと考える。三村(19O 5) 

は、放牧中の草地の牧養力の変化はまず放牧畜の行動の変化から判断すべきであろうと主張じている。

4 放牧頭数と食草型の変化

既陀見たよう K‘一般l吃放牧中の食草時刻は.早朝・ 12 : 0 0前後.夕刻・日没後K集中するとされて

:t"'.!?， A七ke80  n ら (1942)は、乳牛は日中の 40 婦、夜間の 1O婦を食草K費すと述べている。

放牧頭数の違い陀よる食草の日変動について.前述のFreer(19oO)は第4表のよう左成績を発表して

いるの
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第 4表 乳牛の放牧頭数と食草・模臥時間の昼間・夜間K占める割合

1. 2頭/acre 2. 0頭/acre 

、、 食'草 横臥 食草 横臥

昼間 1) 53.企% 19.4% 71.1% 13.1% 

夜間 2) 35.7 47.5 36.3 55.0 

(Freer，1950) 1)朝の搾乳~夕の搾乳

2)夕の搾乳~朝の搾乳

昼間の食草時間が夜間のそれより多い傾向は、放牧頭数の具左る両群とも同じであるが、放牧頭数の多い

群の食草時聞が昼間K占める割合は放牧頭数の少左い群ょ b多いので、第 3表K見た放牧頭数の多い群の食

草時聞が放牧頭数の少左い群より多かヲた事実は‘主として昼間の食草時間が多かったととに帰因するとと

に在る。われわれの第2表の夜間放牧の成績陀も見られるよう lrc• 夜間の 50%以上を食草に費すととは左

レョ。

では.食草時間の 1日医長ける分布はどうであろうか。われわれの観察結果を図示すると第 l図のよろで

ある。

観察番号 1→ 2，3→ 4， 5→ O， 7→ 8→ 9を比較すると、 1牧区内の放牧開始時には食草は極めて断

続的であるが、ついで、集中的Uて左b、さら陀放牧終了時には再び断続的K在って来て‘いわゆる食草型(

grazing pa七七ern)に変化が見られるo H群と S群の間にも食草型K違いが認められH群でよ b分散

的である。す左わち‘観察番号 7，8， 9(1[典型的K示されているように‘食草型は草生の良好→悪化の変

化K伴って分散→集中→分散とをる。しかも初めの分散傾向は終bのそれよ b大きいもののようであるの放

牧頭数の違いKよる行動型の変化も草生の違いに伴うものと考えられる。

因みに.表示はしてい左いが、観察時の気温は全観察を通して 11. 8 Oc '"'-' 2 8. 7 ocであったが、気温の変

化と食草型とK明瞭左関係は見出せ左かった。

5 おわりに

以上簡単K牛の放牧時の食草行動に触れたが、すべて網羅し論議したとは勿論いえ左いη 放牧牛の管理技

術を体系づけるK際し‘生物学的側面からの理解を深めるK若干でも役立てば幸いであるn

-4;>ー



時刻
食 群 観 観 牧

草 察 察 区
時 番 月 番
間 号 日 号

<1> 
75 

50 H 
25 

ー一一一 1 7 /17~18 
75 

50 s 
25 

岳

75 

50 E 
25 
ヤ一一ー一

B 7 /2 7~2 8 
75 

50 s 
25 

75 

50 E 

25 

一 8 7/28~20 

75 

50 s 
25 

1 
75 

50 E 

25 
トー一一ー・

4 
75 

日/日~10

50 s 
25 

75 

50 E 

25 

一 5 8/1 0~11 

75 

50 s 
25 

8 

75 

50 H 
25 

ト一一一 日 日 /27~2 8 
75 

50 S 

25 

~5 

50 E 
25 

一 7 8/2 8~2 0 

75 

50 s 
25 

75 

50 
E 

25 

t-一一一 日 9/12~1 B 2 
75 

50 
S 

25 

75 

50 H 

25 

一 9 自 /15~16
75 

50 s 

25 

17 18 10 20 21 22 28 24r 1 2 8 4 5 

第 1図、放牧中 C 食草行動
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文 献 抄 録

熱量的データと水分関係をもとにした採卵鶏舎の換気と断熱の設計

D e s i gn 0 f P 0 u 1七ry LaYing-House Ven七iユaユion and 工nsuユa七ion

and Insuユation Requiremen七 Based on Caユorime七ric

Da七a and Psychrome七ric Reユa七ionships

A. D. L 0 n g h 0 u s e 

Transac七iOns of 七he ASAE， 10: 

512-514，516， 1967 

採卵鶏舎K沿いては鶏舎の構造が堅牢で‘かつ十分左断熱が行われヤい左ければ冬期間K適温を保つととが

できず採卵効率が悪化しγ経営不振の一因と左る O 鶏舎の設計台よび熱と水介状態の解析Kは電子計算機が

利用されるようK左りその手順も完成されγいるO との報告ではそれらの計算式をのせるとともK設計例を示

す。

冬期間Kなける鶏舎の換気と断熱の設計ーのための条件を次のごとく定めるO 外気の状態としγは気温を

3 5
0
F ¥相対湿度を 66婦とした。 ζれはWes七 Verginiaの中央北部Kなける 1月の月平均気温とそ

の時の昼間の相対湿度である。鶏舎内の環境は気温 550F、相対湿度75 %とし育鶏数2.0 0 0羽、平均体

重生ユb、採卵率 75婦とした。これらの条件をもとK飼料供給量、水分供給量、排池物量左どを実験式か

ら算出した。次Vて鶏舎内の熱源としγは鶏からの発生熱量を求めその 28婦を潜熱vc;よるものとしγいるO

他K室内燈Kよる発生熱を加えているが換気扇からの熱、敷藁からの発生熱は小さいとして計算K入れ7は

い左い。室内の水分条件Kついては呼吸K よる発生水分を先K述べた長島í6~~溌詮ずる索量のうち潜熱K よる量を

7.Kの蒸発の潜熱で除した値を用い、排、准Kよる水分は排世物量の 75婦としγいるo とれらの水分を発生と

同時K舎外K搬出し左ければ左ら左い。従って換気するととVてより搬出される水分量を外気と舎内の絶対湿

度の差よ b求め必要換気量を算出した。との換気量をもとに鶏舎からの熱の搬出量を求め、舎内の総発生熱

量から減じ、さらK呼吸熱をも差引いた残額を鶏舎の断熱設計の資料としているO つまb天井、壁面から失

われる熱量は上記の値を越えては左ら左い。(北大農学部 高橋英紀〉
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豚舎の換気装置について

Exposure Fac七Or Curves APpユied 七o SWine-Buiユding>Ven七1ユation

Design 

D. G. .T ed e工e

Trarisac七ions of 七he ASAE，10: 

619~621 ， 1967 

豚舎の換気量を、種々の環境変化K適応させて、自動的に制御するととは、非常K経費のかかるものであ

るO したがっャ養豚業者は換気装置を最も適した状態で使用するためKも換気Kついての基礎的左事柄を良

〈知る必要があり、又、個々の装置の設計を良く理解するとともK、色々左条件K、その装置を適応させる

ととも十分理解する必要があるO 養豚業者は、豚の妊娠期、分娩期、幼育期、成育期、それぞれに応じた生

手動員の豚舎を必要とし、とれらの換気はなのなの異在った換気操作で行左われ左ければ左ら左いが、換気装

置が多い中で、全てを満足させるものは左い。例えば、平均体重22.5 Kgの幼豚を 90 Kq(tC成育させる豚舎

の換気は、豚の体重の変化K応じて変化させる必要がある。

本報は、養豚業者.が換気装置をいかK上手に使用したら良いかを述べている。とれKは新しい:f_W論を使っ

ている訳で左く、従来からの理論を少し、変えただけのものであるO 叉本報は1体重 22. 5 Kg，.，_， 9 0 K9の豚

K対する成育用豚舎の換気Kついて述べる。

すでに AS AE -D 2 7 0 (tC述べγある様V亡、豚舎の換気量は、豚舎からの熱下決、頭数、外気温、舎内温度、

舎内の床なよび天井の面積等から図表を使用しで概略的K求める事ができる。今回の試験、は、イリノイ大学

の豚舎(3 A )で行左ったo 内部の温度変化はか左b大きしファンは合計三基あb、17 myminの筏量

を有している。第1ファンは常民作動してなb、サーモスタツトによって制御されている、第 2、第8ファ

ンKは、 10分間用のタイマーが接続してあるo叉豚舎には、サーモスタツトで制御されている加熱装置が

設置してあるO

試験は、平均体重が 12. 5 K9の幼豚 14 3頭について行左った。設定換気量は、 1頭当kJ1 5 6 .t/m i n 

であb、第 2ファンは 8分間運転、?分間休止、のく b返しを行左った。豚の体重が増加するKしたがって

換気量も増す必要があb、例えば、平均体重が 22.5 均~4 5Kタのもの 49頭と、 4 5 K9'" 6 7. 5 K9のもの

8 3頭が同一豚舎K入っている場合、 1頭当bの換気量は 18 4.t/mi立Kする必要がある。との場合、第

2ファンは 4.5分間運転、 5. 5分間休止する事K左った。試験の結果、 19 6 6年 1月K沿いて、豚舎内の

温度は 11.7 DC"""'2 1. 7 DCの巾で変化し、湿度は、 65 ""-' 7 0婦であb、壁等K結露の状態が見とめられたo

したがって換気量をさらに増して、豚舎内の湿度を低下させる必要があb、換気量の増加Kよる豚舎内温度

の低下は補助加熱装置の運転Kよって防ぐ必要があるO

(北大農学部 伊藤和彦)
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パン力一サイロ用サイレージディストリビユター

A Grass-Siユage Dis七ribu七or for Fiユ工ing Bunker Si工os

Emme七七 R. Hoユekamp

Transac七ions of 七he ASAE， 

10:836-837，842，1967 

グラスサイレージは乾草を圃場調製するときの栄養的損失やその他遭遇する問題K対処する意味をもって

いる。 KeyesとSmi七hは圃場乾草調整時K台ける損失について報告し、その中で乳牛Kとって乾草ょ b

もサイレージを給与した方が絵飼効果が高いことも加え報告し7いる。しかし、パンカーやトレンチサイロ

Kサイレージを充填するときの技術的むつかしさ、塔形サイロの場合初期投資が大きいとと忙よ b一般Kサ

イレージの採用をあま b好ま左い。モンタナ農業試験場Kあるパンカーサイロでは 8f七.の高さK積込むの

に60f七.の延長傾斜路を設けトラックやトラクターが登坂できるよう Kしγいる。その場合でも 4輪駆動

のトラックや 50馬力以上ωトラクターを使用せざるを得左い。またなろされたサイレージを拡げ、圧縮す

る作業を考慮し左ければ左らまい。 19 6 1年K横形サイロ方式を自動化する研究を進めるためVC400ト

ンのパンカーサイロを作り、まず最初Kサイレージ積込み用ディストリビューターの開発K着手した。

196 2年試作機を作製し、翌年さらK改良を加えた。との機械の機構なよび作動は次のようである;細

断牧草がホッパ-vc台ろされると、その中のコンベヤーで均-vc流すよう K材料をほぐすピータ-vc送られ

る。そとからサイロ上部までエレベーターで持上げられ吐出パイプK送bとむ。吐出パイプはサイロ横幅を

往復動作で先端の方向を自動的K変える。往復K要する時間は0.86分である。ディストリビューター全体

はサイロの長辺K沿ヲて移動する構造Kなってなb、その横行速度は 11. 4、2O. 0、33. 5 f七/minvc

変速可能である。試験結果では 2'0.0，f七;/minが最適速度であった。

横行動作はサイロ壁との間隔を一定K保たねば左ら左いので、油圧装置Kよる自動パワーステアリング機

構Kよって行左われる。各ユニットの駆動は各々のモータでJ駆動され、その操作用スイッチ等は全てパネノレ

K 長さまっている。

実際の積込み作業を調査した結果、ホッパ-vc金ろすのvc2. 5トY積トラック、 3. 0トンフオνージボッ

クスの各々 6.1介、 8.5分を要した。ディストリビューターで吸込むのKは各々 9.2介、 11. 9分を要し‘

如週能力は約23 D均/min で‘あった。過去5年間の調査結果を次表K示すO

労 力
年 作業人員 処理量 作業期間日数

人時/期間 人時/トン

1 9 6 2※ 8 4 7 5七 1 6 8 6 6 1. 8 2 

1 9 6 3 

1 964 

196 5 

1 9 6 6 

7 550 1 1 625 1.14 

6 4 3 0 1 2 522 1. 2 1 

5 企10 1 4 6 2 2 1. 5 2 

6 5 1 0 1 3 594 1. 1 6 

※(注)1 9 6 2年はディストリビューターを使用し左かった年
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3 7 

3 4 

1 6 
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ディストリビューターの使用Kよって、サイレージ収穫期間が短縮され、重作業が左く左り、作業人員の

削減を可能Kし、さらKはサイレージ充填時の損失を左くし、サイロ容量の増加という効果を得た。 4年間

の使用結果から 30婦の労力滅K左るととが解った。(北大農学部 伊藤道秋〉

完全自動型ベールワゴン

AE in Ac七ion : New Au七oma七ic Ba工e Wagon 

AE， N 0 v， 1 9 6 8， 6 7 7 

Sperry Rand OropのNew Hoユユand Diす ision は農業機械技術の粋を集めて、牧草収穫

作業Kない7事実上人手をわずらわせ左い完全自動型ベーノレワゴンを開発した。との新型機が始めて人前K

現れたのは一昨年の秋HershYで催された 19 6 8年度Na七iona工 PユoWing Oontes七の際で

あった。ロポットの如き働きをするとの機械は、絶えずピックアップされる 1ヲ 1つのへイベーノレを巧みに

処理し、予め定められた通り にワゴン上K整頓し、次K逆動作としてベーノレをエレベータヌはfeed bunk 

へ積降ろすo 5 4 0 r pm の回転速度で作動する容量sgpm の油圧ポンプ長よびPT 0駆動チェーンコン

ベアシステムが、 との流れ作業を左右するベーノレを移動させるためK整然とした時間で行左われる動力を供

給する。

① ワゴン前部のプラットフオームは8ケのベーノレがピックアップされ、揃うと 900 回転しワゴンK積

込む。との様忙しγ マ列‘合計 5sクのベーノレが積載されるととK左る。

② 積降ろし作業としては逆の作動をし、前部プラットフオームに装備されTいるチェーンコンベアの働

きをかbて個々のベーノレをエレベータヌは feed bunkへ送b込む。

③ 又、ワゴン荷台そのものが後傾ダンプして 56ケのベーノレを一度K積降ろし、 2列マ段の s七ack

を連続しγ作るととができる。(北大農学部 寺尾 日出男〉

アルフアルフア乾草の作業体制について

A. Sys七ems Approach 七o Harves七ing Alfaユfa Hay 

K. V. Bargen 

Trans. of ASムE，10 : 318 -31 g， 1 9 6ワ

アルフアノレフアの良質左乾草を収穫するKは、作業体制とそれK影響する条件について、完全左知識を有

し自由、，自在に駆使でき左ければ左ら左い。

収穫する材料・機械・人間・天候の間K最高の結びつきを見出すととが、作業体制を組上げ、る第一の条件
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であるO 生育した牧草の 1/4以上の量が、品質低下左どKよって損失と左つ7いるから品質Kついて考

慮するととが、体制を組立てる上K考慮し左ければ左ら左い第2の条件であるo との体制での各機械Kつい

て、利用経費を加味して検討し左なすととが第 8の必要条件と在るO

アルフアルフアの乾草収穫の作業体系としγ、ワ千ンドロア(刈取・圧砕し7風乾列Kする〉 へイベ

ーラ(相包〉 ベーノレワゴン(運搬)を組とするものがあるo 147イートのウインドロアを供し、 3名

の作業者を加えた作業体制で、最大何エーカできるかを検討するo

との体系でアルフアノレアアを梱包するKは、 3 0 婦の含オく率まで予乾する必要があるO ζの予乾Kは、条

件の良い日で 1日を要し、一般的Kは2日関連続した「牧草作業可能日」を考えねば左ら左い。気象資料か

ら当日降水量がO.1インチ以下;前日の降水量がi.oインチ以下;当日の有効日射量がマ 0必以上の条件を満

たす日を牧草作業可能日と称するとと KするO 牧草作.bvc不適当とされている気候条件下であるネプラスカ

のある地区Kヲいて、.5月2I日から 6月20日の間vt:1 !1日の牧草作業可能日があるととK在るが、 2日

連続した日数で数えると 11日に減少する。

ζの作業体制の作業能力は、ベーラの能力Kよって限定されるが、次の試算では 10七/hと仮定するo

作業者が稼動時間中で実際K作業する時間も重要であるo 試算Kは11時間稼動中で整備作業vc1. 5時間

を見込み、 9. 5時間を作業時間とする。

作業時間内のi薗場内作業(ベーノレ作業)割合も主要左要素と左 b、と〉では 70婦を見込むととKするo

との作業体系で行左い得る作業面積は次式で示されるO

TXAXDXP 
c=一一 ー

1 0 0 y 

但し 0 作業面積(エーカー〉 T 作業時間(時〉

A |閉場内作業時間割合(妬) D ベーノレ作業可能日数

P ベーラの能力(七/h) Y 収 量(七/エーカー〉

今前述の数値を用いて最大作業面積を求めるには、上式K代入して、 585エーヵ(2 3 6五a)と在るO

9.5 ><70X11X10 
。二一一一 ニ 585

1 0 0 X 1. 2 5 

向収量(y )を1.2 5七/エーカ 即ち 3.1七/haとした。 (北大農学部 高井宗宏〉
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機械搾乳の力学 I 乳頭力ツプ内圧とライナーの動き

Mechanics of machine mi工king 1. Pressures in 七he 七ea七cup

assembユy anei ユiner waユユ立lovemen七.

C. C. Thi eユ， P. A. C 10 u g h， a n ei D. N. A k a m • 

. T. Dairy Res， 31; 303-313，1964 

乳頭カップの気室の真空度変動K関する報告は多くみられるが乳室内真空度変動Kはあま b関心がはらわ

れてい左いので搾乳中の乳頭カツフ。内圧なよびライナーの動き K及ぼす諸要因Kついての知見を得るととを

目的とした。 Be工ユ& Howe工工社製の圧力言十をオッシログラフKつ左いだものを使用し真空度を測定し

た。糖度は水委長マノメータと良く一致するほど良好で‘あ三夜。ライナーほbきはVin七en桓裂の、ンネカメラを用いてガラス製

の乳頭カップ内のライナーを撮影L'R斬した。オッシログラフの記録計用モーターとシネカメラのモーターの始動点をシンク

ロナイズしライナー撮影とオッシログラフ記録を同時K訟とをった。フイナー内真空度の変動は乳頭カップ

の8位置(カップ底からo.5 i n ( 12ワ伽)上の部位、更(tC1.25in(31.7mm)上の部位、及び乳頭から

0.25ー0.5i n ( 6.35 -12. 71nm)下の部位)でもほとんど同様左パターンを示したので以下の測定ではカップ

底から 1.ワ5i n ( 44.4mm) 上の部位のみを使用した。空気導入左し、クローから受乳容器口まで落差1.5フ

ィート、 54C/min パノレセーシヨンの条件で搾乳した場合ライナー内真空度の変動は大であった。又ライ

ナーの動きはノりレセーγ ヨンチャンパー内の圧力変異と一致したが牛乳の流出量が多く左るとライナーの圧

縮、吸引動作と圧力変異とKずれが出来るように左ヲた。 32及び64C/minパノレセーγヨン或はノ勺レセ

ージョンチャンパー内圧の変異速度の緩速Kよってもライナー内真空度の変動は大き左影響を受け左いが

0.52 f t戸/min(約15.8 5C1Uの空気。革入を行左うとライナ一内真空度の変動が少左く左りパノレセーシヨン

チャンパーの内圧の変化とライナーの動きが非常Kよく一致するように7まった。規定の搾乳真空度(本試験

では 15.3i nHg (38 8mmHg)からのライナ一内真空度の偏差が長時間続くとパノレセーターレイシヨK影響が

あらわれ吸引期の時聞が長く左るO とのよう左ライナー内の真空度の変動は空気導入Kより改善され得るが

真空度の減少をまねくことK在るO 又ライナーが圧縮の状態のとき脈動を止めるとユニットの共振が明らか

K計測されるとと及びライナーの圧縮によ b牛乳K与えられた運動エネノレギーがヲイナ-(tC政収されライナ

ーの運動エネノレギーと在って牛乳を逆流させるよう左働きをすると考ーえられるととからフイナ一内真空度の

変動は予期した以上K大きくとれがある程皮ミノレカーユニットの共振あるいは乳頭カップライナーの弾性及

びそこを流れる牛乳の量左どK関連するであろうと推察された。(北大農学部 関 根純二郎〉
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機械搾乳の力学 E 一脈動サイクル内の搾乳速度パターン

Mechanics of rnachine rniユking II The fユOw-ra七e pa七七 ern wi七hin

singユe puユsa七ion C ycユes. 

C. C. Thi e工， P. A. Cユough， D.R.Wes七gar七h ancl D. N. Ak am 

.T.Dairy Res.， 33;177-191， 1966 

一脈動サイクノレ中の搾乳速度(以下流量と略記〉は脈動初期にないて急速K増大しピークK達し以後減少

するので、同一脈動比で、あれば脈動サイクノレが早いほど流量は多いことが従来示唆されてきているのでとれを

解明するととを目的として、真空度 15.0inHg(381mmHg)なよび脈動比を 50婦とし脈動サイクノレを 0

から 130C/rnin VC変えて 1サイクノレ時の流量の変化を観察した。脈動0とは16C/rninの脈動中Kライ

ナーが政引位置に在った時K脈動を 30秒間とめて流量を測定したものであるo 1サイクノレ中の流量を測定

するためVL1個のガラス製乳頭カップの下部VL1サイクノレVL1回転するローターを取bつけそのローターに

牛乳受容カップ(複数、個数は不明)を装着して乳頭カップより流下する牛乳を受けその重量及び 1個の受

容カップが乳頭カップの下を通過するのK要する時間を測定して流量を算出した。同時KシネカメラKよる

撮影も行左ったo 6頭の乳牛を用いてラアン方面法Kよb実験を行左った。各供試牛の流量曲線は各脈動サ

イクノレともほぼ同様左パターンを示したので以後のデータの解析にはその平均を用いた。脈動サイクノレ0、

1 6、32、65 C/rninでは流量ピークが一定時間持続し以後減少するととが認められたo 0なよび

1 s C/rn工nの流量曲線はか左 D相似したパターンを示した。 97なよび 130C/rn工nではかなり不規則左

パターンを示したo とれらの事から乳頭からの牛乳の流出量は脈動サイクノレの初期K増大し以後約O.5秒間

一定と左bその後約1.5秒の聞に減少すると結論づけられた。しかし脈動サイクノレが早ければ流量減少期は

ライナーの圧縮Kよb中断されて次のサイクノレへ移行することが明らかと在った。脈動サイクノレs5C/rnin

の流量は O.2秒で一定値と左るが 97なよび 130C/rninで出せb不規則左流量曲線と左プらとの不規則性は

牛乳から出て受容カッ7VG流:れるまでKライナー壁その他の要因亡よフて影響を費ナるためであるととが人口乳蹄亡よる実験

で明らかと左ったoこれらの結果から陰圧Kよbなし開かれた乳頭口括約筋の制御機構の感応速度及び括約筋

自体の神経刺戟K反応する速度がかな b遅いととが示唆された。したがって脈動サイクノレ 50C/min以上

の場合Kは括約筋の反応よ bもライナーの圧縮忙よって乳頭口が閉じられるのであろうと推察され上記サ

イクノレ数以上の脈動Kよる搾乳では搾乳速度Kは乳頭口括約筋は何ら関与してい左いであろうと結論づけら

れる。(北大農学部 関根純二郎)
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搾乳中の乳頭力ツプライナー内真空度に影響する諸要因

Fac七ors affec七ing vacuum within 七he 七ea七cup ユiner during 

milking. 

C. C. Th ieユ， P. A. CユOugh， D. R. We s七gar七h， and .D. N. Akam • 

. T. Dairy Res.， 35;303-316 1968 

とれまでの種々の報告からミノレカー内空間が乳頭カップライナー内真空度K影響すると思われたのでその

要因を解明するととを目的とした。搾乳速度、 ミルクチューフ事の長さ、クローの容量、クローかb受乳容器

口までの高さ、クロー内への空気導入、長短ミノレクチューブの口径、パノレセーシ百ンの違い(一度K行左う

か、一対づっ交互K行左うか)、ライナーの緊張度、乳頭がライナー内容積K占める割合等の要因について

人口乳頭を用いて実験した。その結果を用いてへリンボーン方式のミノレキンクメーラーに高、低真空度変動度

のミノレカーユニットを装備して実際の搾乳を行在ってみた。人工乳頭の:実験ではクローから受乳容器口まで

の高さ長よびミノレクチューブの長さが増すと真空度を減少させることがわかった。しかし左がらとの 2つの

要因の交互作用は認められ左かった。搾乳速度の増大は真空度の低下をまねき、又クロ?容量の増加により

真空度が増加するよう左傾向カミ認められた。とれらの結果をもとにしてクローから受乳容器口主での高さを

3f七(約91.5cm)、長ミノレクチュープの長さ 6f七(約183cm)、クローからの空気導入割合0.18. f t3/m  i n 

(約 5.5cnVmin)、クロ一容積80mユK個定して前記の他の要因Kついて調査した結果では短ミノレクチュー

ブの口径を太くする (0.44in ; 11.211lm)ととによ D又一対づっ交互に脈動させるとと Kよbライナ内の真空

度の変動は少左く左るととを認めた。前述の要因を 0.44in(11.2mm)及び交互脈動K固定し長ミノレクチュー

プの口径を変えた場合Kは真空度への影響は少左かったのでクロー容積を20mLから 160悦 iとまでの間で変

えてみたがほとんど影響が左かった。クローからの空気導入割合は低搾乳速度の場合はほとんど真空度K影響

は左〈高速度にないて 0.5f七p(約15.25 cni )/minで真空度が低下するととを認めた。実際の搾乳調査で

は真空度の変動は高変動度のユニットは低変動度のユニット K比べほぼ 2倍であったが最高搾乳速度のみが

真空度の変動の影響を受けそれ以外Kは統計的K有意左差を示すほどの影響が認められ左かった。これらの

ととから真空度の変動を安定させるととの意義は搾乳効率の向上というとと以外K乳牛の健康保守或は泌乳

期全体を通じでの牛乳生産まど、の面からも評価せねば左ら左いであろう。叉真空度を変動させる要因を追求す

るとと陀よb器機の設計上附随的に起る不良要因を除ぐとと以外K真空度K悪影響を及ぼす因子を明確に把

握するとと Kょb別の効果をもたらすかもしれ左いと期待される。(北大農学部 関根純二郎〉
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機械搾乳時の乳房内圧の変化

Bovine in七ramammary pressure changes during mechanicaユmiユking

D. A. Wi七Z6ユ and .T. 8. McDonaユd

.T. Da i r y 8 c i."企マ;1 3 7 8~1 381， 19 64 

乳房内圧は乳槽K乳汁が排出されるにつれて低下するとと怯知られている。しかし機械搾乳時の乳房内圧

の変化Kついては今日までの報告結果は必ずしも一致してむらず、まだ充分に明らかでは左い。

本試験は機械搾乳時の乳房内圧変化を測定しようとするもので、圧力は乳腺乳槽部、乳頭乳槽部、 ミノレク

ホース、真空ホースで-同時K測定した。乳槽内圧の測定は外科手術Kよb乳房外壁からカテーテノレを乳槽内

K挿入して行った。搾乳時の真空度は 312mmHg ¥ノ勺レセーターの脈動比は 50 : 5 0であった。

乳量25~40 ユ bs の乳牛 5 頭を用いて行った 2 4回の測定結果は次の通りであるO

乳房内圧は乳汁の流下前はわずか 0~8mmHg (1[すぎ左いが、乳房の洗浄により 20 ~ 9 0秒で乳汁流下が

刺戟され、内圧は35~5 5m羽田g(rC増加した。乳腺乳槽部もそこに乳汁が存在する場合は圧力の変化は同じで

あった。搾乳開始:vc よ b 内圧は低下し、乳汁の流出が終了するまじかK 在ると 0~5mmH g の真空度は 216

~312mmH g まで達した。又乳頭の膨張が消失した後の残余真空度は乳頭乳摺部で4 8~1 20棚田gで、との値

は乳頭カップの這いあがりや引張 9VC よって変化するO 乳腺乳槽部でも 8~3 5mmHg の残余真空度が認めら

れた。しかし乳汁流出終了後、乳頭管を結殺してミノレカーをかけると残余真空度は認められまく在るO との

ととから乳頭乳槽部の内圧変化は乳頭壁の膨張だけで左〈、 ミルクホースの真空度が乳頭管を通して乳頭内

Kも拡ってくるととからも起るととが分るO

乳汁流出終了後も乳頭カップをつけてなくことは、との残余真空度を増加させ、乳頭組織の損傷、細菌K

よる汚染をひきなとす可能性を大Kするであろう。(北大農学部 大久保正彦)

真空度および脈動比のことなる機械搾乳時の乳頭内真空度の変化

Tea七 sinus vacua a七 differen七 milking machine Vacua and 

pu工sa七or ra七iOs

.T. 8. McDonaユd and D. A. Wi七zeユ

.T. Dairy 8ci， 50 ;1237~1240 ， 196ワ

ミノレカーの適切左真空度とは搾乳時間を最も短くし、 しかも乳房K損傷を与えず、牛Kも不快感を与え左

いよう左真空度を意味し、 330~381旬耐 g の範囲K あるといわれている o 33 OmmH g以下で、は搾乳時聞が長

くをり、 380'mmHg以上では搾乳時間は短縮されるが乳汁流出終了後の乳頭カップ装着Kよる残余真空度が

大きく左り、乳頭組織の損傷、細菌Kよる汚染が起b易〈在る。
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本試験では平均乳量 9.5Kgの乳牛3頭を用い、 ミJレカーの真空度250、312、400、500棚田g、脈動比

5 0 : 5 0、70 : 3 0の場合の乳頭内最高真空度卦よび残余真空度を測定した。ミノレカーの真空度は乳頭

下端で測定したものである。

ミノレカーの真空度が25 0から 50 OmmHg (rC増加するKつれて乳頭内最高真空度は直線的K増加するが、

常(rC42--- ワ 5mmH g だけミノレカーの真空度よ b 低い。乳頭内残余真空度はミjレカーの真空駒~2 50から40011wrHg

k増加す砂と才1:'(65から130mmHg(rC増加し、ミJレカーの真空慶子500mmHg(rなると残余真空留ま360柳田gι急速阿曽

，加し九又との際哨ま明GiJo(rt不快感をuむし乳頭下端Kはひどい充血が認められた。左ぜ400---500慨耐g の真

空度で急速に乳頭内残余真空度が高まるかは明らかでは左いが、高い真空度は乳頭下端の括約筋Kよる乳頭

管の閉鎖機能を凌駕し、乳頭管からミ Jレカーの真空度が乳頭内Kよb完全K拡っていくのでは左いかと考え

られる。

ミノレカーの脈動比の違いは乳頭内最高なよび残余真空度K左んら影響を及ぼさ左かった。

とうした結果からミノレカーの真空度400mmHg以上では乳頭組織の損傷E細菌Kよる汚染が起る度合が大

きく左るものと思われるので、現存するミノレカーでは400棚田巴以上の真空度は用いるべきでは左いだろう。

(北大農学部 大久保正ー彦)
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研 先' ム、ヱ::>: 三己 事

( 1 )庶務報告

(会誌第8号K報告以降)

① 昭和42年度第2回評議員会(昭和43年 2月 10日、於北大農学部)

議題:昭和 4a年度研究会の開催形式。

③昭和43年度第1回評議員会(昭和43年 5月11日、於北大農学部)

議題題:会務報告、昭和43年度事業計画

① 昭和43年度総会と第?回研究会(昭和43年6月28、 29日、於美瑛町白金)

④ 昭和43年度第2回評議員会(昭和44年 3月 10目、於北大農学部)

議題:昭和44年度総会長よび研究会の開催日。

⑤ 昭和 44年度第1回評議員会(昭和44<年4月 16日、於北大農学部)

議題:会務報告、昭和44年度事業計画、役員改選。

( 2 ) 会計報告

昭和 42年度会計報告

(昭和42年 4月1日~昭和 43年 8月31岱)

収 入 支 出

摘 要 全額(円) f商 要 金額(円)

前 年 度 繰 越 77，388 第 1 回大 会補助 6，130 

替助会費1.0.000X5 160，000 第 2 回 大 メz=L= 
5000X22 

個人会費
1 3 !5人

48，900 
会報第 3号製本質 7 0.0 00 

16 B口 スライト¥作成費 1 5，000 

会報売上(4 2冊) 11，100 会 議 費 2，550 

室長 行 芳リ 子 1，116 通 費 18.595 

事 務 費 3，171 

言十 298，504 言十 140，746 

差引残高 157.758 
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昭和43年度会計報告

(陥和 43年4月 1日"'"'44年 8月 31日)

一般会計

l灰 入 の 昔日 支 出 の 音日

項 目 金額(円) 項 目 金額(円)

前 年 度 繰 越 157.758 
酪農経営施設設計指針

1 5 3.0 00 
印刷並びに製本代

替助会費(mo円×18) 110.0 00 美瑛 大 会補助 33.522 = y-<_ ¥10拡 B
300f-l-:JX106 

個人会費 (60 18) 
48.000 事務 . 通 費 16.091) 100f-l1X 6 

会報第3号売上げ(6冊)
2.400 ぷ~ 議 費 2.140 

銀 千子 利 子
630 残 金 104，030 

言十
318，788| 言十 318，7 88 

E 

特 別会計(酪農経営施設設計指針関係)

収 入 の 音日 支 出 の 音B

項 目 金額(円) 項 目 金額(円)

本誌売上金 189冊 1 8 9，0 00 送 料 8.640 

送 料 ノ51、 1，330 残 金 181.690 

言十 1 90.3 3 0 言十 19 0.3 00 

お 矢口 り せ

はまだ残部K余裕があります。

御希望の方は、代金(送料共1部1.1 8 0円)を添えて、研究会事務局まで御申込下さい。

札幌市北9条西9丁目

北大農学部内

北海道家畜管理研究会
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北海道家畜管理研究会々則

'第 一条本会は北海道家畜管理研究会と言い、その事務局を北海道大学農学部K置く。

第二 条 本会は家畜管理等Vてなける機械化、省力化、衛生管理並び]てその経済性左どK関する研究の促

進及びその健全左普及を図るととを目的とする。

第三条 本会は目的を達成するために次の事業を行う。

1. 講演会及び研究会の開催

2 機関誌の刊行

3. その他本会の目的を達するに必要とする事業

第四条 本会は本会の目的κ賛同する個人及び団体で、構成するO

第五条 本会は役員として会長1名、副会長1名、評議員、幹事、各若干名及び監事2名をbく。筏員

の任期は 2ク年とする。但し再任を妨げ左い。会長は会務を総理し、本会を代表す芯。評議員は

講演会、研究会その他本会の目的達成K必要とする事業を企画し評議する。幹事は庶務、会計、

編集その他日常業務を執行する。在会、本会Vては顧問をか〈ことが出来る。

第六条 評議員、監事は総会VC:}i>いて会員より選任する。会長及び副会長は評議員よ b互選し総会Kか

いて決定するO 幹事は会長の委嘱Kよる。

第七条 会員を介けて普通会員及び賛助会員とし、普通会員は個人とし、その会費は年 3，0 0 円とす

る。賛助会員は個人又は団体で、その会費は年1口5，00 0円、 1口以上とするO

第八条 総会は毎年1回開催し、会の運営K関する重要左事項を決定するO 必要に応じ臨時総会を開〈

亡とが出来る。

第九条 本会の会計年度は 4月1日よb翌年 8月31自主でとする。

第十条 本会々則の変更は総会の決議Kよら左ければ左ら左い。
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氏

( A ) 

相田

相場

赤松

北海道家畜管理研究会会員名簿

名

昭和 4.4 年 6 月現在)

普通会員

住 所

隆 標津郡中標津町 北海道立根釧農業試験場男

武

勉 旭川市 6条 9丁目

檎山郡江差町字水堀

旭川市筏所

檎山南部地区農業改良普及所

浅 原 英 夫|旭川市 G条 9丁目 旭川市役所

浅 原 敬 二|滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

朝日田 康 司|札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部議産学科

アムロド ・ S I札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

荒川裕 虻田郡ニセコ町富士見 ニセコ地区農業改良普及所

北，農中央会在 田 恒 雄|札幌市北 4条西 1丁目

( B ) 

坂東

( D ) 

堂腰

健|標津郡中標津町 北海道立根釧及業試験場

純|札幌市北 9粂西 9丁目 北大農学部農業工学科

道庁農務部土 井 健治郎|札幌市北 8条西 6丁目

(E ) 

榎本博

遠藤清

遠藤

( F ) 

古 谷

藤井甚

藤井健

藤田

藤田昭

深沢敏

福原正

司|野付郡別海村西別市街

司 l札幌市北 8条西 6T目

工|中川郡豊頃町湧別

別海地区農業改良普及所

道庁農業改良課

将|帯広市稲田町 帯広畜産大学

作|瀧川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

治|紋別郡雄武町字末広町

裕|帯広市稲田町 帯広畜産大学

一『河西郡芽室町: 北海道立十勝農業試験場

雄|新冠君I~ 新冠町 新冠町役場

人|釧路市材木町 4 3 日配釧路工場
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氏 名 住 所

ネ高 家 正 直l虻田畑寿都村字留寿都 留寿都地区農業改良普及所

( G ) 

費目 明 夫|有珠郡伊達町末永 有珠地区農業改良普及所

( H ) 

八 戸
方ーふ，，__ 夫 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部苔産学科

橋 メド 孝 野付郡別海村西春別駅前

橋 本 均 野付郡別海村中春別市街 根金11/パイロット開協

十語 爪 徳 帯広市稲田町 帯広畜産大学

旦 )11 三日日正 八 札幌市北企条西?丁目 畜産会館内 北海道畜産会

芳 賀 -/iー~ 男 金沢市諸江町上丁 338 本多製作所

原 回 イ申 之 札幌市大通 b西 5丁目 金販連札幌支所

東 L[' 啓 勇払郡厚真町 j享真地区農業改良普及所

広 瀬 可 イ亘 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

平 賀 T1P 稔 札幌市月寒羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

平 沢 志 滝川市東滝川 北海道立湾川畜産試験場

平 μl 秀 介 滝川市東涛川| 北海道立滝川畜産試験場

平 田 征 男 帯広市大通南 7.T回全番地 道東クボタ農機販売 K K 

堀 ) 11 泰 彰 松前郡松前町赤神 248

(工)

井 幡 勝 明 常巨郡訓子府町字訓子府 訓子府町役場

メ寸』 淵 J/=I王7言 男 札幌市北 3 9条西 5丁目

伊 藤 道 秋 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

池 内 義 員リ 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

石 井 俊 貞 足寄郡足寄町南 5区 石井有也方

石 本 夕張郡長沼町東 6線北15号 北海道中央農試畜産部

五十嵐 憲 蔵 札幌市羊ク正 農林省北海道農業試験場

井 谷 定 幸 紋別郡興部町 興部町役場畜産課

市 ) 11 舜 江別市西野幌 5 8 2 酪農学園大学畜産学教室

芳日 泉 康 史 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

伊 藤 芳日 彦 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

猪野毛 好 江別市2条 2丁目 江別地区農業改良普及所

( K ) 
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氏 名 住 所

上 出 来宅 滝川市東滝川 北海道立滝川畜虎試験場

篭 回 勝 基 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

金 ) 1I 博 光 帯広市西会条南 8寸目 帯広開発建設部開墾課

糟 谷 泰 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

唐 橋 需 札幌市羊ク正 北海道農業試験場物理部

ヰ白 * 
甲 札幌市羊タ丘 北海道農業試験場畜産部

堅 田 彰£己ノ 札幌市羊ク丘 北海道農業試験場畜産部

片 岡 光 男 標津部中標津町 2 4線南 1の 8

) f 1 上 J忠 上川郡東川町西4号南 1番地 東川町農業協同組合

) 11 上 克 己 江別市西野幌 酪農学園大学

ミ何 崎 司註ヨ、」之 野付君s別海村西春別駅前 イをと寿アパート

) 11 島 洋 一 名寄市大通り南 2丁目 名寄地区農業改良普及所

金 子 忠 虻田君[)豊浦町字幸町 豊浦町農協

管 野 勝 己 鵡川町 2区 鵡川地区農業改良普J及所

工 藤 日告 札幌市北 3条西 6丁目 道農務部農業改良課

北 誠 夕張郡栗山町 栗山地区農業改良普及所

ヰヒ 村 方 男 札幌市羊ク正 北海道操業試験場畜産部

小竹森 ヨrr 央 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

林 道 彦 札幌市北 8条西?丁目 酪農センター内 北海道酪農協会

林 道 臣 上川都新得町 北海道立新得畜産試験場

南 豊 中川郡本別町イ山美里 道立農業講習所

巧と 鉄 美 勇払郡厚真町字鹿沼 鹿沼乳牛育成農場

朽 木 太 紋別郡興部町 興部地区農業改良普及所

里. 沢 不二男 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

近 藤 知 彦 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

( M ) 

担ヒ 居 勝 広 帯広市稲田町 帯広畜産大農業工学科

和ヒ 村 宏 標津郡中標津町 北海道立根釧農業試験場

桧 尾 一 滝川市東滝川 北海道立滝川I畜鳴産試験場

松 井 武 dτじt、 阿寒郡鶴居村 :1姥呂 幌呂農業協用組合

松 ) f 1 五 良E 札幌市北 4条西 6下目 北企条ピル 北経農海済業道部謀開発コY-l)-.!レタμ トKK

松 本 去. 右 根室市常盤町 3丁目 2 8番地 根室支庁 産業課草地係
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氏 名 住 所

松 本 孟手守 夫 札幌市，南 1 (3条西 1丁目 開発局職員研修室

括主 谷 F盆 τJI〉t 枝幸君/)中頓別町中頓別地区良業改良普及所

増 田 a ーうムLをll- 男 夕張岩/1由仁町字由仁 由仁農協

日 里ー :勝 〆→EZ.、 石狩郡石狩町花畔 右狩地区農業改良普及所

目 矢自吹ヨ 義 亮 天塩郁夫塩町 天塩町筏場

水 戸 東 始 常呂君，~端野町 2 区 端野良協

浦 四 良日 札幌市北 1 8条西 9了目 北大獣医学部

口口口 賢 苫前郡羽幌町南 7-1 羽幌地区農業改良普及所

光 本 孝 次 帯広市稲田町 帯広畜産大学

r.c国~ )' I ~~七コ 輝 滝川|市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

r邑，...__， 本 正 光 札幌市南 8条西 7T目 エノレム・ポートリ農場

宮 本 啓 帯広市稲田町 帯広畜大農業工学科

宮 沢 香 春 札幌市羊ク丘 北海道農業試験場草地開発部

tL~ 野 作次郎 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部農業経済学科

森 二=男 旭川市 7条 1 0丁目 旭川市農業改良普及所

方つt木 勉 河西君/i芽室町東 Z条 8丁目 芽室地区農業改良普及所

森 糸 繁太郎 虻田君/)虻田町字二豊

pヲ保k 田 イ彦 江別市西野幌 酪農学園大学

森 田 幸 を若 札幌市羊ク-丘 北海道農業試験場高産部

棟 方 1享 也 札幌市琴似町山ノ手 l条 5丁目

( N ) 

内 藤 幸 ~ムロ 枝幸君/)歌登町宇野辺毛内

中 荘ミ 喬=郎 札幌市福住 2 一-1 1 

中 「邑Lー， 栄 治 亀田郡七飯町字本町 七飯地区農業改良普及所

中 村 紀 夫 滝川市東海川 北海道立滝川畜産試験場

中 本 疋盛室呈、 治 札幌市北4条西 6丁目 北 4条ピノレ 北海道開発コンサノレタント KK

中 西 文 雄 札幌市苗穂町 3 (3 雪印乳業 K K酪良部

中 沢 功 札幌市羊ク丘 北海道農業試験場草地開発部

南 音日 札幌市北 9.条西 9T 目 北大農学部農業工学科

槍 崎 昇 江別市西野幌 582 酪農学園大学

西 慎 札幌市羊タ丘 北海道農業試験場畜産部

西 本 義 典 帯広市西 1条南 9丁目 北最中央会十勝支部
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氏 名 住 所

西 村 充 滝川市東滝川

北北海海道主連立翼滝試川畜験産場試草験地場開発部
西 埜 進 J:川君I~ 新得町

新 田 彦 札幌市羊ク正 北海道品業試験場草地開発部

キ艮 rて」了『 健 札幌市北 3条西 6丁目 道庁畜産課. 
野 村 喬 江別市西野幌 5 8 2 酪農学園大学

( 0 ) 

岡 村 俊 民 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部設業工学科

越 智 光 正 網走郡女満別中央 女満別地区農業改良普及所

及 ) I[ 寛 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

野 哲 也 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

大 橋 筒、 夫 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

大 橋 譲 一 上川郡清水町石山 夫同放場

大 橋 J忠 虻田都留寿都村字留寿都 留寿都地区長業改良普及所

大 完LムヨS 良 帯広市西 1 4条南 6丁目 +勝家畜保健衛生所

大久保 正 彦 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部畜産学科

大 沢 貞次郎 上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

大 塚 輝 札幌市北 4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

大 浦 義 教 札幌市北 8条西?丁目 酪農センター酪長検査所

大 ) I[ 勇三郎 東京都千代田区大手町 1- 5 全販連東京業務支所

) I[ 十専 上川君I~ 美瑛町西町 1 R丁目 1番地 美嘆地区良業改良普及所

居ノ色、 紀 美 標津君!)中標津町 北海道立根釧産業試験場

長 田 家 広 札幌市北 3条西行丁目 道庁長業改良課

( s ) 

匂 坂 昭 豆に王つ 滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

沢 と自と2 彦 札幌市北 3条西 6T目， 道庁長政課

沢 口 明 岩内郡共和村大字小沢村字下平

斉 藤 日 河西郡芽室町 北海道立十勝良業試験場

酒 井 義 広 常目君rl端野町字端野 端野業協

桜 井 允 夕張郡長招町東 6線北15号 北海道立中央農業試験場畜産部

佐 藤 博 札幌市北 1 8条西 9丁目 北大獣医学部

佐 藤 5f日 男 滝川市東;滝川 北海道立滝川畜産試験場

佐 藤 繁 雄 野付君I~ 別海村字西別 別海東部開拓営野指導所
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氏

一

藤

藤

一

佐

佐

名 |住所

実|野付君1)別海村字西別 別海地区農業改良普及所

拓次郎 |美唄市美唄 1610-1 専修大学唄美工短期大学

佐藤秀雄

曾根章夫

沢

( T ) 

田 中 正 俊|湾川市東滝川

新

省

健

藤

木

木

木

首

鈴

鈴

鈴

佐々木

寒河江

沢

里

関

白

渋

品

篠

島

島

合主

洋一郎

立I
r吟 外喜雄

明

上川郡東川町西4地区! 東川地区農業改良普及所

上川郡新得町 北海道立新得畜窪試験場

札幌市北4条西1丁目 ホクレン畜産事業部

一 ・帯広市稲田町 帯広畜産大学

江別市西野幌 582 酪農学園大学

昇 |札幌市北8条町4丁目 開発局農水部計画課

札幌市南 I条西 1丁目 5番地(北宝ビル)片倉チツカリン

株式会社札幌支庖
枝幸郡浜頓別町 北海道立天北農業試験場

夕張郡由イ二町字由仁 由仁地区農業改良普及所

岩見沢市 5条西 5丁目 ホクレン岩見沢支所

矢 忠?住 石狩郡当別町西小川通 当別地区農業改良普及所

井俊

江東

沢

原

田

内

寛文

紀世史

実幸

満男

潤

石野
ラヨξ

札幌市苗穂町 3 6 サツラク農業協同組合

夕張君11長沼長束 6線北 1 5号 北海道立中央農業試験場農業

経営部
士別市西士別町束通 2 5 

河西部芽室町新生 北海道立十勝農業試験場

夕張君li長沼町北長沼 北海道立中央農業試験場

美唄市美唄 1() 1 0 - 1 専修大学美唄農工短期大学

札幌市北 3条西?丁目 酪農センター内 北海道路農協会

北海道立滝川畜産試験場

高 井 宗 宏|札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

人

行

紀

明

彦

臣

雄

郎

郎

正

俊

英

義

英

正

信

定

一

回

橋

橋

橋

畑

倉

野

野

安

古

同

高

一

官

同

甘

同

古

同

古

同

局

↓

高

官

同

札幌市南 1条西 1丁目 5番地 北宝ピル 片倉チツカリン KK

札幌支部
札幌市北 3条西 6丁目 道庁農業改良謀 一回

札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

河西君fi芽室町新生 北海道立十勝農業試験場

帯広市稲田町 帯広畜大農業工学科

枝幸君1¥浜頓別町 北海道立天北農業試験場

札幌市羊ク丘 北海道農業試験場草地開発部

札幌市北 4条西 7丁目 苔産会館内北海道畜産会

弘前市文京町 弘前大学農学部
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ー氏ー名 住 、所

北海道立中央農業試験場滝 沢 寛 禎 l 夕張君I~ 長沼町東 6 線北 1 5考

琴 原 定 雄|上川郡東川町西4号南 l番地 東川|町長業l訪問組合

武 田 太 一|弘前市文京町 弘前大学長:学部

武 田 博|野付君。別海村西別 別海地区農業改良普及所

竹 内 寛|札幌市北 8条西 7丁目 北海道政業会議

丹 代 建 男|旭川市永山町 北海道立上川農業試験場

谷 口 隆 一|上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

寺 尾 日出男|札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

戸 田 節 郎|河西君1)芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

戸 口 八郎大|美唄市美 n~ 1 6 1 0ー 1 専修大学美唄農工短期犬学

鳶 野 保|標津郡中標津町 北海道立根謝11操業試験場

所 和 暢|滝川市東常川 北海道立祷川畜産試験場

鳥 山 正 雄|札幌市月寒羊ケ正 北海道農業試験場

坪 松 戒 三|上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

土 田 鶴 吉|札幌市北 4条西マ丁目 高窓会館内 北海道畜産会

土 谷 紀 明|帯広市西 21奈北 1丁目 土谷特殊農業機具製作所

塚 本 達|上川君I~ 新得町 北海道立新得畜産試験場

鶴 見 利 司|滝川市東滝川 北海道立持者川畜産試験場

堤 義 雄|札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部高:産学科

都 築 重 雄|山越郡八雲町 相生町 2 5 

常 松 哲|美唄市美nf!1 .6 1 0 - 1 専修大学美唄農工短期大学

常 松 仁|東京都文京区本郷 6丁目 1 5 - 1 位田ヒロ方

(リ)

上山英

宇那木 宏

上野

裏悦

浦

浦

上

梅

鵜

上

島

岡

津

沼

札幌市北 9条西 9丁目 北大農学学部 酪農科学研究施設

克

昌|旭川市氷山町マ丁目4< 6ノ 1 全購連北海道操業機械講習場

栄 l札幌市琴似町 24軒 4 北海道立寒地建築研究場

次|上川郡新得町 北海道立新得畜産試験場

清|帯広市稲田町 帯広高産大学

典|中川郡中川町字中川

雄|帯広市西 5条南 1丁目 共立農業機株式会社 帯広営業所

典

緑

昭|札幌市北 2条西 4T目三井ピル オリオン機械 K K 

野|留萌市寿町 南留萌地区農業改良普及所

円

ano 



氏 名 住 所

薄ー 井 泰 弘 東京都大田区大森 T丁目企 5 0番地 東輿精機工業 K K 

( w ) 

芳日 田 忠 雄 夕張郡長沼町東 6線北1，5号 北海道立中央農業試験場

芳日 田 時 稚内市大黒町 宗谷支庁経済部

渡 辺 隆 夕張君1)長沼町東 6線北 1 5号 北海道立中央農業試験機場
農業械部

渡 辺
寛 i 北海道立新得苔産試験場

渡 辺 正 雄標津君11中標津町 北海道立根釧農業試験場

渡 辺 主主十主均 雄|滝川市東滝川 北海道立滝川畜産試験場

( y ) 

山 上 重 τロ士ゴ 美日貝市美唄 1610-1 専修大学美唄農工短期大学

山 o 由 光 帯広市稲田町 帯広畜産大学

山 崎 了 介 札幌市北 4条四 7丁目 畜産会館内 北海道畜産会

τ口と 田 ロ邑』 穂 札幌市北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

米内山 昭 芳日 上川君f)新符町 北海道立新得苔産試験場

米 田 裕 紀 滝川市東淀ー川 北海道立滝川|畜産試験場

、梁 ) [ I 良 札幌市北 1 8条西 9丁目 北大獣医学部

亡口と 田 稔 札幌市北 3条西 7丁目 酪農センター内 北海道酪農事開発
業団

士tとI 田 '悟 標津君1¥中;標津町 北海道立根釧;良業試験場

=口と 田 男 美日民市美 H貝1510-1 専修大学美唄農工短期大学

=口と 田 忠|札幌市北 2条西 4丁目三井ピノレ内 日本配合飼料 K K 

弓 座 n毘i 夫|常呂郡佐呂間町 佐呂間地区農業改良普及所

(計22 3名)

-58ー



賛 助 ぷ2〉玉， 貝

所 在 士出

岩見沢市利根別町

江別市角山世田谷 252

札幌市北 1 9条東 4丁目 3 6 5 

札幌市北 1条西 4丁目 武田ノビル内

札幌市北 3条東 5丁目 岩佐ピノレ内

札幌市苗穂町 3 6 

札幌市白石町大谷地 4 3 企

団 体 名

井関農機株式会社北海道技術センタ一

国際養鶏会社

北原電牧株式会社

久保田鉄工株式会社

小糸工業株式会社札幌営業所

札幌酪農業協同組合

大和ハウス工業株式会社 札幌支庄

長瀬産業株式会社 札幌出張所|札幌市北 8条西 7丁目 酪農センター

白木農産工業株式会社

日本配合飼料株式会社

小樽工場 1+，樽市南浜町?丁目

小樽工場|小樽市堺町 8

富士製鉄札幌営業所|札幌市北 2条西 4丁目 北海道ピル内

不動建設株式会社 北海道支l吉|札幌市北 4条西 4丁目(ニューサッポロピル)

ホクレン酪農 部|札幌市北 4条西 I丁目北長会館

北海道農業電化協議会|札幌市大通東 1丁目 北電サービス課内

北農中央会(畜産経営課) I札幌市北 4条西 1丁目 北農会館

北海道酪農開発事業団|札幌市北 8条西 7丁目 酪農センター

北海道糧食株式会社|小樽市手宮町 4丁目 10 

北海道食糧産業株式会社飼料科|札幌市北 2条西 7丁目 北海道中小企業会館内

明治乳業株式会社北海道酪農部|札幌市南 2条西 1丁目 安藤ピル内

森永乳業株式会社北海道事業所|札幌市北 2条西 4丁目 三井ピノレ内

雪印種苗株式会社|札幌市豊平美園 2の 1

雪印乳業株式会社酪農部|札幌市苗穂町 3 6 

スター農機株式会社|札幌市豊平 8条 6丁目

株式会社磯角機械庄|北見市大町 4 2 

楢崎産業株式会社札幌支庄|札幌市大通西 5丁目 大五ピル

オリオン機械株式会社 l札幌市北 2条西 4丁目 三井ピノレ

(計2s団体)

-69ー




